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シ
リ
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ズ「
お
城
拝
見
！
」 

第
六
十
九
回

立
地
：
東
に
桂
峠（
現
在
の
国
道
）、南
に
可
愛
川
を
見
下
ろ
す
要
衝
に
立
地
し
て
い
ま
す
。両
城
は
、２

０
０
ｍ
離
れ
た
同
じ
尾
根
上
で
亀
山
城
が
少
し
高
く
、当
時
は
一
体
的
な
城
で
あ
っ
た
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。ま
た
こ
の
尾
根
は
集
落
に
接
し
て
い
ま
す
が
、斜
面
は
非
常
に
急
峻
で
す
。

歴
史
：
江
戸
中
期
の『
高
田
郡
村
々
覚
書
』で
は
、槇
ヶ
城
の
城
主
が
長
屋
下
野
守
、亀
山
城
が
不
明
と

あ
り
、江
戸
後
期
の『
芸
藩
通
志
』で
は
共
に
長
屋
下
野
守
が
守
っ
た
と
あ
り
ま
す
。長
屋
下
野

守
と
は
、毛
利
家
臣
の
長
屋
吉
忠(

元
直)

と
思
わ
れ
ま
す
。吉
忠
は
１
４
８
０
年
生
ま
れ
で

１
５
６
５
年
没
と
の
記
録
が
あ
り
ま
す
。『
芸
藩
通
志
』の
記
述
が
事
実
で
あ
れ
ば
、こ
の
２
つ

の
城
は
16
世
紀
初
頭
か
ら
中
頃
に
か
け
て
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

城
跡
： 

槇
ヶ
城
は
土
塁
を
備
え
た
郭
が
１
つ
あ
る
の
み
で
、そ
の
南
北
に
そ
れ
ぞ
れ
堀
切
を
設
け
て

い
ま
す
。南
側
の
堀
切
は
西
側
が
巨
大
な
竪
堀
と
な
り
山
腹
へ
伸
び
て
お
り
、北
側
は
堀
切
と

竪
堀
が
交
互
に
並
ぶ
珍
し
い
遺
構
で
す
。亀
山
城
も
郭
は
１
つ
で
、北
の
背
後
に
堀
切
、東
側

緩
斜
面
に
５
本
の
連
続
竪
堀
が
残
り
ま
す
。ど
ち
ら
の
城
も
南
側
を
向
き
、単
独
の
郭
に
土
塁

や
堀
切
・
竪
堀
が
附
属
す
る
と
い
う
よ
く
似
た
形
状
で
す
。

考
察
：
長
屋
氏
の
出
自
は
中
馬
氏
で
、さ
ら
に
中
馬
氏
は
毛
利
一
族
で
す
。つ
ま
り
長
屋
氏
は
古
参
の

家
臣
で
あ
り
、桂
氏
と
と
も
に
吉
田
の
南
口
で
あ
る
こ
の
地
を
守
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。単
純
な
形
状
で
す
が
、多
数
の
空
堀
か
ら
も
要
所
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

安
芸
高
田
歴
史
紀
行

編
集
後
記

　
６
月
・
７
月
の
こ
の
梅
雨
の
時
期
は
、

特
に
屋
外
で
の
活
動
を
行
う
上
で
、
天

候
を
心
配
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
今
月
は
、

取
材
中
何
度
も
雨
に
見
舞
わ
れ
、
そ
の

こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
８
月
以
降
は
、

水
分
補
給
や
暑
さ
対
策
を
し
っ
か
り
行

い
、
精
力
的
に
情
報
収
集
と
提
供
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

移
住
・
定
住
に
限
ら
ず
人
と
人
を
つ
な

ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
促
進
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の

情
報
提
供
も
お
願
い
し
ま
す
。  

（
久
光
）

　
「
お
茶
会
」
取
材
で
は
安
芸
高
田
市

と
は
異
な
る
文
化
を
皆
さ
ん
か
ら
教
え

て
も
ら
い
ま
し
た
。
青
森
の
料
理
は
広

島
よ
り
も
全
体
的
に
塩
辛
い
と
の
こ
と
。

そ
し
て
島
根
で
は
「
と
ん
ど
」
の
文
化

が
今
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
の
こ
と
。
ま

た
東
テ
ィ
モ
ー
ル
は
コ
ー
ヒ
ー
豆
が
有

名
と
の
こ
と
。
料
理
や
文
化
・
方
言
の

違
い
を
生
の
声
で
聞
く
こ
と
が
で
き
、

貴
重
な
体
験
に
な
り
ま
し
た
。
取
材
に

協
力
し
て
い
た
だ
い
た
皆
様
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
（
森
山
）

亀
山
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め
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き

や
ま

が

じ
ょ
う

じ
ょ
う

《
吉
田
町
長
屋
》

【 

登
城
ガ
イ
ド 

】（
亀
山
城
、槇
ヶ
城
）

標
高
／
３
０
０
ｍ
、２
８
５
ｍ

比
高
／
１
０
０
ｍ
、75
ｍ

史
跡
指
定
／
未
指
定

城

　主
／
長
屋
氏
？

所
要
時
間
／
国
道
か
ら
25
分
、15
分

　安
芸
高
田
市
に
は
、大
字
な
ど
の
地

名
を
姓
に
し
た
中
小
の
領
主
が
数
多
く

い
ま
し
た
。桂
氏
や
福
原
氏
な
ど
が
有

名
で
す
が
、
今
回
は｢

長
屋
氏｣

の
城
を

紹
介
い
た
し
ま
す
。

う
ね
じ
ょ
う
た
て
ぼ
り
ぐ
ん

ま
さ
は
る

亀山城・槇ヶ城略測図（作図　秋本哲治）

亀山城・槇ヶ城遠望（南側より撮影）

川本城

周辺位置図
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　今年度安芸高田市においては、施政方針に掲げているとおり、人口減対
策のための各事業に取り組みます。
　本号では、主要な事務事業について設定された目標等を公表します。な
お、11月号では、目標に対する上半期の進捗状況を報告する予定です。

安芸高田市の
 「仕事目標」

担当部署名 事務事業名 事業概要・目標

総 務 部 危 機 管 理 課 危 機 管 理 マ ニ ュ
ア ル 整 備 事 業

・7月に大規模災害に対応するため職員を対象とした研修を実施します。

・ 11月に広島県と連携による大規模災害を想定した図上訓練を実施し、訓練マニュア

ルを作成します。

・ 3月末までに、現行危機管理マニュアルを関係部署と連携し再整備するとともに、新

規危機管理マニュアルを追加します。

企画振興部 財 政 課 財 政 健 全 化
計 画 推 進 事 業

・ 総合計画の実施計画及び施設個別計画等を基に財政推計を行い、12月までに財政健

全化計画の見直しを行います。

政 策 企 画 課 持 続 可 能 な 公 共
交 通 確 保 事 業

（ Ｊ Ｒ 利 用
促 進 事 業 ）

・ 三江線に関する検討会議において、三江線改良利用促進期成同盟会の諮問に基づき、

期成同盟会が最終的な判断を行うために必要な材料の整理を行います。

・ 判断を行う材料が揃った段階で、期成同盟会への報告を行いながら存続または新プラ

ンへの移行の結論へ結びつけます。

市 民 部 環 境 生 活 課 ご み 減 量 化 対
策 事 業（ 資 源
ご み 補 助 事 業 ）

・ 芸北きれいセンターのゴミ処理量を古紙・布類・アルミ缶・スチール缶・ペットボトル・

廃食油の集団資源回収により800ｔ減少を目指します。

・生ごみ処理機50台の普及を目指します。

・ モデル地区においてごみの分別数を現在の18分別を21分別に増やし、リサイクルの

推進に向けた試行・検証を行います。

福祉保健部 子育て支援課 24時 間 保 育 の 充
実（ 病 児 預 り 事
業・ファミリーサ
ポ ー ト セ ン タ ー
事 業・ 保 育 所 規
模 適 正 化 事 業・
保育料軽減事業）

・病児預り事業

　平成29年度実施を目標に、関係機関と連携し、平成28年11月末までに検討を行い

ます。

・ファミリーサポートセンター事業

　会員による24時間の子育て応援（預り）ができるファミリーサポートセンターの提

供会員を10％ (6人)増員し、サービス提供の充実を図ります。

・保育所規模適正化事業

　(仮称)甲田認定こども園について、保護者会等へ整備方針の説明を行い、平成29年3

月末までに建設予定地の取得を行います。

・保育料軽減事業

　昨年度からの第3子以降の保育料の無料化に加え、第2子の保育料を半額とします。

高齢者福祉課

保 健 医 療 課

市民総ヘルパー推
進事業（介護予防
普及啓発事業・若
年性生活習慣病予
防 事 業・ 健 康 あ
きたかた21推進
事業・生活習慣病
重症化予防事業）

・介護予防普及啓発事業

　住民主体による認知症予防教室をモデル地区1か所で週1回開催し、認知症の早期発

見・重症化予防を進めます。

・若年性生活習慣病予防事業

　生活習慣病予防の一環として市内13小学校の4年生を対象とした健康学習及び血液検

査を実施し、健康に関心を持つ児童や保護者を増やします。

・健康あきたかた21推進事業

　健康寿命の延伸をめざし、各種保健事業を実施し、自分の健康を自己管理できる市民

を増やします。

・生活習慣病重症化予防事業

　主治医等との連携の下、生活習慣病重症化予防プログラムに基づいて、生活習慣を改

善し、重症化を遅らせます。

平成28年度の目標
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担当部署名 事務事業名 事業概要・目標

産業振興部 地域営農課 有害鳥獣対策事業 ・�平成29年3月末までに捕獲班・実施隊によりサル5頭、シカ3,110頭、イノシシ1,191
頭、ノイヌ5頭、カラス100羽、カワウ等30羽を目標に捕獲します。
・有害鳥獣の死骸処理を速やかに行います。
・鳥獣害防護柵の設置に対して経費補助を行います。
・14.7haを目標に地域の里山林整備を行います。
・�有害鳥獣を資源として活用するため、ジビエの特産化を推進し、食肉処理場での解体
数300頭以上、販売金額500万円以上を目指します。

地域営農課 農 産 物 ６ 次
産 業 化 事 業

・�調理用トマト（目標15アール）及び辛味大根（目標10アール）の試験栽培を行い、
専門家による加工実証、販売試行、農家収支の検証を行います。
・定期的な検討会議を開催し、選定品目の進捗管理と、新たな掘り起しを行います。

商工観光課 企業立地推進事
業（サテライト
オフィス誘致事
業・起業支援事
業・クラウドソー
シング推進事業）

・1事業者以上のオフィス誘致と起業支援を実現します。
・�「クラウドソーシング」の活用を促進するため、市民向けのセミナーを開催します。また、
クラウドソーシング事業者との連携の可能性を検討します。

農林水産課 環境整備事業（上
小原地区市道、
ほ場整備事業）

・�甲田町上小原地域（JR芸備線東側）の緊急自動車の進入不能対策として道路改良事
業（今年度L=150m予定）を実施します。
・�耕作放棄地対策及び及び排水処理対策として、今年度については、ほ場整備事業説明
会を開催します。

建 設 部�
（公営企業部）

建 設 課

建 設 課 東広島高田道路
整 備 促 進 事 業

・橋梁上部工,本体盛土工事及びボックスカルバート設置工事、正力・吉田側の側道整備
　地元調整を行い事業の推進を図ります。
・吉田側の下流排水対策　用地売買契約の締結を行い一部排水路工事を実施します。

住宅政策課 空 家 バ ン ク
関 係 事 業

・�空き家実態調査・所有者等への意向調査を基に、空き家情報バンクへの登録50件以
上及び利用者登録200人以上を目標に適正な管理を進めます。
・�地域おこし協力隊員により、空き家バンクの登録促進、NPOと連携した活動促進、
移住希望者への情報提供を行います。
・空き家の適正管理及び活用について「空き家等対策計画」を策定します。

上下水道課 水道・簡易水道
建 設 改 良 事 業

・美土里町本郷・横田地区の整備事業
　平成29年2月末までに、水道管布設延長5.6Kmを完成させるとともに、10月末には
一部供用開始を行います。
・水源確保と施設の統廃合の検討
　平成29年3月末までに、水利権のある水源の利用及び連絡管による未給水区域の解消
とともに、施設の統廃合に向けて、水道事業への統合を行います。

消 防 署 警 防 課 現 場 活 動 事 業
（応急手当普及）

・�積極的に受講要請を推進していき、応急手当受講者を増員、平成26年度・平成27年
度を加えた3年間で、受講者数を生産年齢人口の44パーセント以上にします。

教育委員会 教育総務課 学 校 規 模 適 正
化 推 進 事 業

・�統合が決定している甲田地区、八千代地区については、校章・校歌の制定、制服・体
操服の制定など、より具体的な協議を進め、統合の準備に入ります。
・�統合が決定していない地区については、早期に基本事項を確認し、合意形成できるよ
う協議を進めます。
・平成30年4月統合に向けて、統合校に相応しい施設整備を図ります。
・準備委員会での要望事項を踏まえ、施設設備のための設計業務・工事発注を進めます。

学校教育課�
�
生涯学習課

学力向上推進事業 ・�児童生徒の基礎学力を定着させ、�広島県「基礎・基本」定着状況調査における通過率
60％以上の児童の割合を85％以上、生徒の割合を80%以上とします。
・�学習が遅れがちな児童のための自主学習の場として、地域未来塾（公営塾）を開設し、
児童の家庭学習を支援します。

生涯学習課 文 化 財 保 護 事
業（国史跡甲立
古墳保存活用）

・本年3月に国史跡指定となった甲立古墳の市民への周知を図ります。
　①�国史跡甲立古墳企画展（歴史民俗博物館）会期中の目標入館者数3,000人以上を目
指します。

　②甲立古墳シンポジウムの目標来場者数400人以上を目指します。
・国史跡甲立古墳の保存活用を推進します。
　①�甲立古墳保存活用計画策定委員会を設置し、2回以上の開催を目指すとともに、保
存活用計画書の骨子を取りまとめます。
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　I   LOVE   U   !　安芸高田市

市
内
に
住
む
I
・
U
タ
ー
ン
者
た
ち
の
生
の
声
か
ら

〝   

あ
き
た
か
た
暮
ら
し
〟

　の
ス
ス
メ
を
考
え
ま
す
。

何
を
思
い

安
芸
高
田
市
に
移
り

ど
う
住
み
続
け
る
の
か
。

安芸高田市を「愛する」I・Uターンの人たちが食事をしながら交流を深める「お茶会」が昨年度 10
月から始まり今回で 7回目を迎えました。東北地方、関東地方、海外など、様々な場所から縁あっ
て安芸高田市に「住む」と決めた老若男女の移住者たち。「お茶会」では「仲間」と夢を語り合う生
き生きとした人々がそこにいました。

ターン ターン

定住促進視
点

▽「お茶会」がはじまったきっかけ

地域おこし協力隊の宮崎さん（上段右から3人目）・寄能さん（産休中のため欠席）を中心に「I・Uターン者のコミュニティの場」を
作りたいと開催されたのが始まりです。今では、人が人を呼びこみ、多くの I・Uターンの人々が集い交流を深められています。
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　I   LOVE   U   !　安芸高田市

以前の住まいは？

三次市

青森

香川

神奈川

東ティモー
ル民主共和

国

島根

庄原市

大阪

東京

埼玉

東広島市

移住のきっかけは？

実家

知り合いの紹介
広島で就職希望

仕事

結婚 親の実家

ターン

　
市
の
住
宅

政
策
課
で
、

空
き
家
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ

と
し
て
活
躍
中
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊

員
内
田
峻
典
さ
ん
。
大
阪
出
身
の
内
田

さ
ん
は
、
新
た
な
環
境
で
自
分
の
人
生

を
過
ご
し
た
い
と
新
天
地
を
探
さ
れ
て

い
た
お
り
、
縁
あ
っ
て
安
芸
高
田
市
に

来
ら
れ
、
今
日
ま
で
市
内
で
過
ご
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
度
、
念
願
が
叶
い
民

家
を
借
り
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま

も
な
く
大
阪
に
い
る
妻
の
和
美
さ
ん
と

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
子
供
を
呼
び
寄

せ
、
家
族
で
定
住
を
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

「
子
供
が
豊
か
な
自
然
環
境
の
も
と
、

の
び
の
び
育
っ
て
ほ
し
い
」
と
、
安
芸

高
田
市
で
子
育
て
を
す
る
喜
び
を
語
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▼
今
月
の
表
紙

　
内
田
さ
ん
は
、
市
内
の
知
人
の
紹

介
で
、
甲
田
町
の
山
本
さ
ん
︵
山
本

さ
ん
夫
婦
：
表
紙
写
真
右
上
︶
の
民

家
を
借
り
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

山
本
さ
ん
夫
婦
は
、
以
前
外
国
人
旅

行
者
を
も
て
な
す
様
子
を
撮
影
し
た

民
放
テ
レ
ビ
で
話
題
に
な
っ
た
方
で
、

民
家
を
大
き
く
改
修
し
格
安
で
内
田

さ
ん
に
貸
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

　
妻
の
奈
緒
さ

ん
と
子
供
、
両

親
の
5
人
家
族

で
市
内
に
暮
ら

す
増
野
一
幸
さ
ん
。
I
T
企
業
に
勤

め
、
東
京
や
香
川
で
活
躍
を
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
40
代
の
体
力
が
あ
る
う
ち
に
、

I
T
の
知
識
や
能
力
を
活
か
し
た
農

業
の
開
発
に
取
り
組
み
た
い
と
夢
を
持

ち
、
5
年
前
に
親
の
実
家
で
あ
る
市
内

へ
移
住
さ
れ
ま
し
た
。
独
自
の
発
想
と

自
身
の
豊
富
な
知
識
を
活
か
し
た
新
た

な
農
業
に
挑
戦
さ
れ
て
い
ま
す
。

I U
ターン

愛知

広島市

都市部で生まれ育った人が地方

に移り住むこと。

進学や就職で都市部へ移住した人

が、再び生まれ故郷へ戻ること。

農業をしたい

♡安
芸
高
田

　
市
内
の
借
家
で
相
棒
の
飼
い
猫
と
暮

ら
す
工
藤
一
晶
さ
ん
。
出
身
は
青
森
県
。

仕
事
の
関
係
で
現
在
、
市
内
に
勤
務
さ
れ

て
い
ま
す
。
持
ち
前
の
明
る
く
社
交
的
な

性
格
で
地
域
の
行
事
に
も
積
極
的
に
参

加
さ
れ
て
い
ま
す
。
北
海
道
に
い
る
工
藤

さ
ん
の
前
任
者
も
市
内
に
頻
繁
に
訪
れ

る
ぐ
ら
い
、
住
め
ば
住
む
ほ
ど
〝
あ
き
た

か
た
暮
ら
し
〟が
好
き
に
な
る
そ
う
で
す
。

工
藤
さ
ん
は
転
勤
し

て
も
、
い
つ
の
日
か

必
ず
市
内
に
戻
り
定

住
し
た
い
と
力
説
さ

れ
ま
し
た
。
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自
然
が
豊
か
。

居
心
地
が
い
い
。

生
活
の
音
を

　
　
気
に
し
な
く
て
い
い
。

「
安
心
」
な
ま
ち
全
国
３
位
で
す

子
供
が
よ
く
あ
い
さ
つ
し

て
く
れ
る
。

広
島
駅
に
１
時
間
以
内
で
行
け
る
。

落
ち
着
い
て
る
の
に
便
利
。

静
か
な
場
所
で

眠
れ
る
。

※「安心」なまち全国３位のお知らせ
　株式会社東洋経済新報社が全国の都市を対象に毎年公表している「住みよさランキング」において、安心度
の高い自治体全国３位になりました。病院・一般診療所病床数（人口当たり）、介護老人福祉施設・介護老人保
健施設定員数（65 歳以上人口当たり）、出生数（15 ～ 49 歳女性人口当たり）、保育施設定員数待機児童数（０
～４歳人口当たり）の指標に基づき算出されています。

　
今
回
、
交
流
会
を
取
材
し
て
、
移
住
さ
れ
た
方
々
に

話
を
聞
く
中
で
、
新
た
に
気
づ
か
さ
れ
る
こ
と
が
多
々

あ
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
半
数
は
、
Ｕ
タ
ー
ン
で
市
に
戻
っ
て
こ
ら

れ
た
方
々
で
す
。
生
ま
れ
故
郷
で
過
ご
そ
う
と
決
断
す

る
過
程
で
、
郷
土
愛
の
か
ん
養
が
、
再
び
ふ
る
さ
と
へ

「
住
む
」
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
と
感
じ
ま
し

た
。

　
こ
の
会
は
、
人
と
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
る
と

と
も
に
、
時
に
は
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
や
案
を
持
ち
寄
っ

た
り
、
特
産
品
を
用
い
た
創
作
料
理
を
作
る
な
ど
、
自

分
た
ち
の
地
域
を
活
性
化
し
た
い
と
い
う
目
的
の
も
と

に
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　
I
・
U
タ
ー
ン
者
の
皆
さ
ん
に
市
の
良
さ
を
尋
ね

た
と
こ
ろ
、
特
に
印
象
に
残
っ
た
の
が
『
地
域
の
あ
た

た
か
さ
』
と
い
う
言
葉
で
し
た
。「
小
学
生
・
中
学
生

の
子
供
達
が
元
気
よ
く
あ
い
さ
つ
を
し
て
く
れ
る
」、

「
道
で
出
会
え
ば
会
釈
が
返
っ
て
く
る
」
な
ど
、
人
と

の
つ
な
が
り
や
地
域
づ
く
り
に
感
心
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
、
四
季
折
々
に
つ

き
、
様
々
な
地
域
行
事
や
誇
り
あ
る
歴
史
と
伝
統
を
受

け
継
ぐ
土
壌
、
社
会
資
源
な
ど
の
良
さ
も
教
え
て
い
た

だ
き
、あ
ら
た
め
て
市
の
魅
力
を
再
発
見
で
き
ま
し
た
。

　
市
で
は
、〝 

あ
き
た
か
た
暮
ら
し 

〟
を
希
望
す
る

人
へ
の
移
住
・
定
住
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
従

来
の
支
援
制
度
に
加
え
て
今
年
度
か
ら
は
、
就
労
・
住

居
・
子
育
て
の
面
で
新
た
な
支
援
メ
ニ
ュ
ー
が
増
え
て

い
ま
す
。
機
会
が
あ
る
ご
と
に
内
容
を
お
知
ら
せ
し
、

効
果
的
に
取
組
み
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。
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市長
　コラム

ワイド版

第 回

健
康
倍
増
計
画
の
成
果

　
中
山
間
地
域
で
あ
る
本
市
は
、
他
の
地
域
に

比
べ
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、医
療
・
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
基
盤
強
化
、
将
来
を
見
据
え
た
人
材
の

確
保
や
本
市
の
実
情
に
沿
っ
た「
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
」の
構
築
が
大
き
な
課
題
で
あ
り

ま
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
効
果
的
な
構
築
に
む

け
て
は
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
が
必
須
要
件
と

な
り
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
国
の
健
康
づ
く
り
運
動（
健
康

寿
命
の
延
伸
・
生
活
習
慣
病
の
発
症
予
防
・
重

症
化
予
防
）な
ど
の
取
組
み
に
連
動
し
、
平
成

19
年「
み
ん
な
い
き
い
き
笑
顔
で
」を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、
安
芸
高
田
市
健
康
倍
増
計
画『
健
康
あ

き
た
か
た
21
計
画（
平
成
24
年
度
〜
28
年
度
）』

を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
の
柱
は
、「
生

活
習
慣
病
の
発
生
予
防
と
重
症
化
・
合
併
症

の
予
防
」・「
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
」・「
食
べ

る
こ
と
を
楽
し
み
、
健
康
を
大
切
に
す
る
こ
こ

ろ
を
育
て
る
食
育
の
推
進
」の
3
つ
を
中
心
に

施
策
を
実
施
す
る
こ
と
で
す
。
計
画
推
進
に
当

た
っ
て
は
、『
市
民
総
ヘ
ル
パ
ー
構
想
』の
理
念

（
自
助
・
共
助
・
公
助
）の
も
と
、
高
騰
す
る
医

療
費
の
抑
制
と
健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
標
に
糖

尿
病
発
生
と
重
症
化
予
防
に
取
組
み
ま
し
た
。

　
こ
の「
健
康
倍
増
計
画
」に
沿
っ
て
、
行
政
と

市
民
が
自
助
・
共
助
・
公
助
の
役
割
を
明
確
に

し
、
具
体
的
に
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

① 

健
診
受
診
率
の
向
上

　
お
太
助
フ
ォ
ン
や
広
報
を
通
じ
て
、
市
民
に

健
診
の
必
要
性
を
促
し
、
出
前
等
で
出
来
る
だ

け
市
民
の
居
住
地
に
近
い
場
所
で
実
施
し
て
い

ま
す
。
そ
の
結
果
、
特
定
健
診
で
は
、
対
象
者

の
半
数
の
健
康
状
況
の
把
握
に
つ
な
が
り
、
受

診
率
も
高
く
推
移
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
健

康
フ
ェ
ス
タ
」や「
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」な
ど

を
継
続
的
に
実
施
し
、
市
民
の
健
康
意
識
の
向

上
に
努
め
て
い
ま
す
。

② 

徹
底
し
た
保
健
指
導（
重
症
化
予
防
事
業
等

の
実
施
）

　
自
助
を
促
進
す
る
取
組
み
と
し
て
、
健
診
結

果
か
ら
、「
受
診
勧
奨
域
」・「
保
健
指
導
域
」・

「
治
療
域
」に
お
い
て
、
一
人
一
人
の
健
康
状
態

に
応
じ
徹
底
し
た
保
健
指
導
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
特
に
、「
治
療
域
」を
対
象
と
し
た
生
活
習

慣
病
重
症
化
予
防
事
業
に
お
い
て
は
、
不
参
加

者
の
医
療
費
の
上
昇
化
が
み
ら
れ
ま
す
。
事
業

効
果
と
し
て
、
糖
尿
病
の
入
院
治
療
費
と
入
院

件
数
の
減
少
、
透
析
新
期
患
者
が
減
少
し
て
い

ま
す
。

③ 

生
活
習
慣
病
予
防

　
市
内
小
学
校
の
児
童
を
対
象
に
血
液
検
査
と

保
健
指
導
を
実
施
し
、
子
供
の
頃
か
ら
生
活
習

慣
病
予
防
に
取
り
組
む
と
同
時
に
、
家
族
全
体

で
生
活
習
慣
病
へ
の
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　
健
康
倍
増
計
画
を
進
め
た
成
果
、
本
市
に
お

け
る
特
定
健
診
受
診
率
は
50
％
を
超
え
県
内
で

最
高
の
受
診
率
と
な
り
ま
し
た
。
が
ん
検
診
率

も
同
様
に
高
く
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
つ

な
が
り
、
重
症
化
の
抑
止
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
全
国
的
に
医
療
費
の
上
昇
傾
向
が
見

ら
れ
る
中
、
本
市
の
医
療
費
は
、
平
成
21
年
度

〜
平
成
23
年
度
に
平
均
し
て
6
〜
9
％
上
昇
し

て
い
た
も
の
が
、
平
成
23
年
度
〜
平
成
25
年
度

は
1
〜
2
％
、
平
成
25
年
度
〜
平
成
26
年
度
で

は
1
％
未
満
に
減
少
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
中

に
は
、
糖
尿
病
の
予
備
軍
も
多
く
お
ら
れ
ま
す

が
、
糖
尿
病
の
発
生
や
重
症
化
の
抑
制
に
効
果

が
出
て
い
る
喜
ば
し
い
状
況
が
あ
り
ま
す
。

94

　6月10日(金)に行われた市議会において、女鳥清治さん（73歳）が監査委員として選任され、
6月15日付けで就任されました。
　甲田町に住まわれていて、長く国税局に勤務され、現在は税理士としてご活躍されています。
豊富な知識と経験、優れた人格、識見をお持ちで、公正で合理的かつ能率的な市の行政運営確保
のため、監査委員としての職責を果たしていただきます。

代表監査委員に選任

全
国
大
会
出
場
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

第
35
回
全
日
本
ク
ラ
ブ

卓
球
選
手
権
大
会

７
月
16
日
（
土
）
〜

 

17
日
（
日
）

 

大
阪
府
大
阪
市

卓
球
女
子

　
小
中
学
生
の
部

駄
阿
　
佑
水
　
　
小
４

中
川
　
ふ
き
　
　
小
４

 

（
根
野
小
学
校
）

第
51
回
全
国
道
場
少
年

剣
道
大
会

７
月
26
日
（
火
）

 

東
京
都
千
代
田
区

小
学
生
団
体
の
部

上
野
　
幹
　
　
　
小
３

上
野
　
雅
　
　
　
小
５

亀
井
　
那
笑
　
　
小
６

桑
岡
　
孝
輔
　
　
小
６

出
張
　
幸
汰
　
　
小
６

 

（
高
宮
春
風
館
・

 

来
原
小
学
校
）

第
29
回
全
国
小
学
生
ハ

ン
ド
ボ
ー
ル
大
会

７
月
28
日
（
木
）
〜

 

31
日
（
日
）

 

京
都
府
京
田
辺
市

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

 

（
小
学
生
女
子
）

片
桐
　
華
香
　
　
小
４

地
戸
　
ま
お
な
　
小
４

津
田
　
藍
　
　
　
小
４

前
川
　
奈
々
美
　
小
５

折
端
　
亜
美
　
　
小
６

小
先
　
芹
奈
　
　
小
６

田
中
　
志
織
　
　
小
６

丸
井
　
ゆ
め
　
　
小
６

 

（
小
田
東
小
学
校
）

山
本
　
結
莉
　
　
小
４

大
立
　
好
音
　
　
小
５

冨
野
井
　
る
う
あ
　
小
５

山
田
　
蓮
珠
　
　
小
６

 

（
甲
立
小
学
校
） 

中
村
　
碧
衣
　
　
小
６

 

（
向
原
小
学
校
）

平
成
28
年
度
全
国
高
等

学
校
総
合
体
育
大
会
カ

ヌ
ー
競
技
大
会
兼
第
32

回
全
国
高
等
学
校
カ

ヌ
ー
選
手
権
大
会

８
月
９
日
（
火
）
〜

 

12
日
（
金
）

 

山
口
県
岩
国
市

カ
ヤ
ッ
ク
　
シ
ン
グ
ル

（
Ｋ-

１
）

深
田
　
康
平
　
　
高
２

 

（
吉
田
高
等
学
校
）

平
成
28
年
度
全
国
高
等

学
校
総
合
体
育
大
会
体

操
競
技
・
新
体
操
大
会

兼
全
国
高
等
学
校
体
操

競
技
・
新
体
操
選
手
権

大
会

８
月
10
日
（
水
）
〜

 

11
日
（
木
）

 

島
根
県
松
江
市

男
子
新
体
操
団
体

出
張
　
雄
都
　
　
高
２

 

（
三
次
高
等
学
校
）

 

（
高
宮
中
学
校
出
身
）

平
成
28
年
度
全
国
高
等

学
校
総
合
体
育
大
会
レ

ス
リ
ン
グ
競
技
大
会
兼

三
笠
宮
賜
杯
第
63
回
全

国
高
等
学
校
レ
ス
リ
ン

グ
選
手
権
大
会

８
月
２
日
（
火
）
〜

 

５
日
（
金
）

 

広
島
県
東
広
島
市

１
２
０
㎏
級
学
校
対
抗

戦
及
び
96
㎏
級
個
人
対

抗
戦

道
免
　
陸
哉
　
　
高
２

 

（
三
次
高
等
学
校
）

 

（
吉
田
中
学
校
出
身
）

平
成
28
年
度
全
国
高
等

学
校
総
合
体
育
大
会
女

子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技

大
会

８
月
４
日
（
木
）
〜

 

７
日
（
日
）

 

山
口
県
防
府
市

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

佐
々
木
　
智
菜
　
高
３

 

（
沼
田
高
等
学
校
）

（
美
土
里
中
学
校
出
身
）

平
成
28
年
度
全
国
高
等

学
校
総
合
体
育
大
会
ハ

ン
ド
ボ
ー
ル
競
技
大
会

兼
高
松
宮
記
念
杯
第
67

回
全
日
本
高
等
学
校
ハ

ン
ド
ボ
ー
ル
選
手
権
大

会８
月
２
日
（
火
）
〜

 

７
日
（
日
）

 

山
口
県
周
南
市
ほ
か

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
高
校
生

女
子

平
川
　
結
衣
　
　
高
３

 

（
山
陽
高
等
学
校
）

 

（
甲
田
中
学
校
出
身
）
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市
役
所
本
庁
や
支
所
に
来
ら
れ
な

く
て
も
、
近
く
の
郵
便
局
で
住
民
票

や
印
鑑
登
録
証
明
書
・
納
税
証
明
書

な
ど
の
交
付
が
受
け
ら
れ
る
取
り
扱

い
を
行
っ
て
い
ま
す
。
市
民
の
方
な

ら
、
ど
な
た
で
も
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
本
人
確
認
の
た
め
、
運
転
免
許

証
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
写
真

付
き
）・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
写

真
つ
き
）・
保
険
証
な
ど
の
身
分
証

明
書
と
印
鑑
を
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

■
取
扱
郵
便
局

　
川
根
郵
便
局
・
来
原
郵
便
局
・
生

桑
郵
便
局
・
北
郵
便
局
・
横
田
郵
便

局
・
小
田
郵
便
局

※
法
令
に
よ
り
、
委
任
状
に
よ
る
代

理
申
請
は
郵
便
局
で
は
で
き
ま
せ

ん
。
市
役
所
本
庁
か
支
所
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

■
交
付
手
数
料

　
１
通
３
５
０
円
。
た
だ
し
、
固
定

資
産
関
係
証
明
は
２
枚
目
か
ら
１
通

１
０
０
円
で
す
。

※
市
役
所
で
の
交
付
と
同
額
で
す
。

■
取
扱
時
間

　
平
日
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
休
日
、
年

末
年
始
を
除
く
。

一部免除を受けたときは残りの保険料の納付を忘れずに

三次年金事務所☎０８２４ー６２－３１０７

保
険
料
の
一
部
免
除
と
は

　
国
民
年
金
の
保
険
料
に
は
、
本
人
・

世
帯
主
・
配
偶
者
の
前
年
の
所
得
（
１

月
か
ら
６
月
ま
で
に
申
請
す
る
場
合
は

前
々
年
の
所
得
）
が
基
準
以
下
の
場
合

に
は
、
申
請
し
て
承
認
さ
れ
る
と
納
付

が
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
場
合
免
除
さ
れ
る
保
険
料
額
に
は
、

全
額
、
４
分
の
３
、
半
額
、
４
分
の
１

の
４
段
階
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
一
部
免
除
を
受
け
た
保
険
料
の

残
り
の
保
険
料
、
つ
ま
り
免
除
を
受
け

て
い
な
い
保
険
料
は
、
必
ず
納
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
保
険
料
の
納

付
を
怠
る
と
免
除
が
承
認
さ
れ
て
も
保

険
料
未
納
期
間
と
な
っ
て
し
ま
い
、
障

害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
、
老
齢

基
礎
年
金
を
将
来
受
け
ら
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、注
意
が
必
要
で
す
。

■
４
分
の
３
免
除
の
場
合

　
保
険
料
の
４
分
の
３
免
除
と
い
う
の

は
、
毎
月
の
保
険
料
の
４
分
の
３
が
免

除
さ
れ
る
も
の
で
す
が
、
残
り
の
４
分

の
１
の
保
険
料
は
必
ず
納
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
平
成
28
年
度
の
場
合
で
は
、
４
分

の
３
免
除
を
受
け
る
と
月
額
１
２
，

１
９
０
円
が
免
除
さ
れ
、
残
り
の
４
，

０
７
０
円
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
こ
の
４
，
０
７
０
円
の
保
険
料

を
毎
月
納
付
し
な
い
と
４
分
の
３
免
除

が
承
認
さ
れ
て
も
、
保
険
料
未
納
期
間

と
し
て
扱
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

■
半
額
免
除
の
場
合

　
保
険
料
の
半
額
免
除
と
い
う
の
は
、

毎
月
保
険
料
の
半
額
が
免
除
さ
れ
る
も

の
で
す
が
、
残
り
の
半
額
の
保
険
料
は

必
ず
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
平
成
28
年
度
で
は
、
半
額
免
除
を
受

け
る
と
月
額
８
，
１
３
０
円
が
免
除
さ

れ
、
残
り
の
８
，
１
３
０
円
は
納
付

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
８
，

１
３
０
円
の
保
険
料
を
毎
月
納
付
し
な

い
と
半
額
免
除
が
承
認
さ
れ
て
も
、
保

険
料
未
納
期
間
と
し
て
扱
わ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。

■
４
分
の
１
免
除
の
場
合

　
４
分
の
１
免
除
と
い
う
の
は
、
毎
月

の
保
険
料
の
４
分
の
１
が
免
除
さ
れ
る

も
の
で
す
が
、
残
り
の
４
分
の
３
の
保

険
料
は
必
ず
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　
平
成
28
年
度
で
は
、
４
分
の
１
免
除

を
受
け
る
と
月
額
４
，
０
６
０
円
が
免

除
さ
れ
、
残
り
の
１
２
，
２
０
０
円
は

納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の

１
２
，
２
０
０
円
の
保
険
料
を
毎
月
納

付
し
な
い
と
４
分
の
１
免
除
が
承
認
さ

れ
て
も
、
保
険
料
未
納
期
間
と
し
て
扱

わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

一部の郵便局で住民票や証明書などの交付を受けることができます
総合窓口課☎４２－５６１６　税務課☎４２－５６１４

証明書の種類 請求ができる人

 住民票の写し  本人または本人と同じ世帯の人
 住民票記載事項証明書  本人または本人と同じ世帯の人
 印鑑登録証明書  本人のみ（印鑑登録証を必ず持参してください）

 納税証明書  本人のみ（法人の場合は、委任状による申請ができます）

 所得証明書

 評価証明書

 課税証明書

 本人のみ
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△ 左 か ら
1 年目職員　實村　　崚（子育て支援課）
2 年目職員　咲田　奈穂（生涯学習課）
3 年目職員　傳道　大敏（管理課）

私
た
ち
と
一
緒
に
働
き
ま
し
ょ
う
！

安芸高田市職員募集
総務課☎４２－５６１１

芸備線・三江線の補助制度の紹介
政策企画課☎４２－５６１２

　
Ｊ
Ｒ
芸
備
線
、
三
江
線
の
各
協
議
会

で
は
、
地
域
の
活
性
化
や
各
線
の
利
用

促
進
の
た
め
、
予
算
の
範
囲
内
で
補
助

金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
補

助
制
度
を
利
用
し
て
、
鉄
道
の
旅
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

（
①
補
助
要
件
②
補
助
金
額
③
備
考
）

■
芸
備
線
の
補
助
制
度

【
Ｊ
Ｒ
利
用
促
進
事
業
補
助
】

①
各
種
行
事
等
に
お
い
て
10
人
以
上
の

グ
ル
ー
プ
で
芸
備
線
を
利
用
す
る
場
合

②
１
グ
ル
ー
プ
あ
た
り
2
万
円
以
内

（
運
賃
の
１ \

２
）
③
事
前
申
請
必
要

【
芸
備
線
利
用
促
進
地
域
活
性
化
イ
ベ

ン
ト
補
助
】

①
民
間
団
体
が
10
人
以
上
で
芸
備
線
も

し
く
は
駅
舎
等
を
利
用
し
て
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
す
る
場
合
②
１
団
体
あ
た
り

3
万
円
以
内
（
経
費
の
１ \

２
）
③
事

前
申
請
必
要

■
三
江
線
の
補
助
制
度

【
三
江
線
回
数
券
購
入
費
補
助
】

①
三
江
線
の
回
数
券
（
11
枚
綴
り
）
を

購
入
し
た
場
合
②
１
購
入
費
（
三
江
線

の
線
区
に
係
る
分
）
の
10
％
③
回
数
券

の
表
紙
を
提
出
し
申
請
・
回
数
券
販
売

駅
（
三
次
駅
、
粕
淵
駅
、
石
見
川
本
駅
、

江
津
駅
）・
他
の
補
助
制
度
と
の
重
複

利
用
不
可
　

【
三
江
線
利
用
地
域
活
性
化
イ
ベ
ン
ト
補
助
】

芸
備
線
対
策
協
議
会

☎
０
８
２
４
‐
62
‐
６
３
９
５

三
江
線
活
性
化
協
議
会

☎
０
８
５
５
‐
72
‐
０
０
１
５

①
沿
線
市
町
の
グ
ル
ー
プ
、
団
体
等

が
、
10
人
以
上
で
三
江
線
も
し
く
は
駅

舎
等
を
利
用
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す

る
場
合
②
１
グ
ル
ー
プ
あ
た
り
2
万
円

～
5
万
円
（
参
加
人
数
に
よ
る
）
③
事

前
申
請
必
要

【
マ
イ
カ
ー
回
送
プ
ラ
ン
】

①
三
江
線
利
用
時
、
指
定
の
駅
（
三
江

線
乗
車
区
間
）
ま
で
普
通
免
許
で
運
転

で
き
る
国
産
車
を
回
送
す
る
場
合
②
回

送
料
金
の
50
％
③
事
前
申
込
必
要

■
利
用
例

　
15
人
で
向
原
駅
か
ら
式
敷
駅
ま
で
鉄

道
で
往
復
し
、
神
楽
門
前
湯
治
村
（
無

料
送
迎
）
で
４
，
３
２
０
円
の
食
事
を

す
る
旅
で
す
。
お
一
人
５
，
８
０
０
円

の
旅
が
、
補
助
利
用
で
4
，
３
０
０
円

と
な
り
、
1
，
５
０
０
円
も
お
得
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　平成 29 年 4 月 1 日採用予定の職員採用資格試験の概要は、次のとおりです。
　詳細については、「試験要項（受験案内）」をご覧ください。「試験要項（受験案内）」は、総務課、総合窓
口課及び各支所にあります。また、市のホームページからもダウンロードできます。

試験職種 主な試験資格 採用予
定人数

受付
期間

第１次
試験日

試験内容（予定）
第１次

試験
第２次

試験

一般行政事務 (A) 平成 7 年 4 月 2 日から平成 11 年
4 月 1 日までに生まれた人 ２名程度

基礎能力
検査
事務能力
検査
性格適正
検査
面接試験

面接試験

一般行政事務 (B) 昭和 56 年 4 月 2 日から平成 7 年
4 月 1 日までに生まれた人 ２名程度

保健師

・ 昭 和 56 年 4 月 2 日 か ら 平 成 7
年４月 1 日までに生まれた人

・保健師の免許を有する人、また
は取得見込みの人

２名程度

保育士（※行政職）

・ 昭 和 56 年 4 月 2 日 か ら 平 成 9
年 4 月 1 日までに生まれた人

・保育士の免許を有する人、また
は取得見込みの人

３名程度

消防吏員

平成 6 年 4 月 2 日から平成 11 年
4 月 1 日までに生まれた人

・採用後、24 時間勤務ができ、安
芸高田市に居住できる人

３名程度

基礎能力
検査
性格適正
検査
面接試験

面接試験
体力測定

　
　
　
　
９
月
18
日
（
日
）

           

　  

８
月
1
日
（
月
）
～  

８
月
31
日
（
水
）

※保育士（行政職）は、保育園等での保育士業務のほか、異動により事務部門へ配置されることもあります。
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ご存知ですか？　児童扶養手当

子育て支援課☎４７－１２８３

ご存知ですか？　特別児童扶養手当
子育て支援課☎４７－１２８３

　
父
母
の
離
婚
な
ど
に
よ
り
、
父
ま
た

は
母
と
生
計
を
共
に
し
て
い
な
い
児
童

が
養
育
さ
れ
る
家
庭
等
の
生
活
の
安
定

と
自
立
を
促
進
し
、
児
童
の
福
祉
の
増

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
支
給
さ

れ
る
手
当
で
す
。

■
支
給
対
象
者

　
18
歳
未
満
の
児
童
（
児
童
が
障
害
を

有
す
る
場
合
は
20
歳
未
満
）
を
養
育
し

て
い
て
、
次
の
い
ず
れ
か
の
条
件
に
当

て
は
ま
る
母
、
父
、
ま
た
は
児
童
を
養

育
し
て
い
る
人

○
父
母
が
離
婚
し
て
い
る

○
父
ま
た
は
母
が

•	

死
亡
し
て
い
る

•	

重
度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る

•	

１
年
以
上
遺
棄
し
て
い
る

•	

１
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る

•	

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
に
よ
る
裁
判

所
の
保
護
命
令
を
受
け
て
い
る

•	

婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
児
童
が
生
ま

れ
、
父
ま
た
は
母
か
ら
の
養
育
を

受
け
て
い
な
い

■
支
給
さ
れ
な
い
場
合

•	

日
本
国
内
に
住
ん
で
い
な
い

•	

児
童
を
養
育
す
る
父
ま
た
は
母
が

婚
姻
し
た
と
き
（
事
実
婚
を
含
む
）

•	

児
童
が
児
童
福
祉
施
設
な
ど
に
入

所
し
て
い
る

■
所
得
制
限

　
受
給
者
本
人
ま
た
は
扶
養
義
務
者
の

前
年
所
得
が
一
定
額
以
上
で
あ
る
場
合

は
、
手
当
の
一
部
ま
た
は
全
部
が
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。

■
申
請
に
必
要
な
資
料
等

•	

印
鑑

•	

申
請
者
名
義
の
金
融
機
関
の
通
帳

•	

申
請
者
の
年
金
手
帳

•	

市
外
本
籍
地
の
方
は
戸
籍
謄
本

　
世
帯
の
状
況
に
応
じ
て
、
必
要
な
資

料
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
事
前
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
現
況
届
の
提
出

　
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人

は
、
毎
年
現
況
届
の
手
続
き
が
必
要
で

す
。
書
類
を
郵
送
し
ま
す
の
で
受
給
者

本
人
が
８
月
31
日
ま
で
に
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　
身
体
、
知
的
ま
た
は
精
神
に
障
害
を

有
す
る
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
に
、

児
童
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

　
身
体
障
害
者
手
帳
や
療
育
手
帳
の
有

無
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
医
師
が
作
成
し

た
診
断
書
の
審
査
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

■
支
給
対
象
者

　
20
歳
未
満
で
身
体
、
ま
た
は
知
的
、

精
神
に
重
度
ま
た
は
中
度
の
障
害
が
あ

り
、
一
定
の
介
助
等
の
必
要
が
あ
る
児

童
を
監
護
す
る
父
、
母
ま
た
は
養
育
す

る
人

■
支
給
さ
れ
な
い
場
合

•	

日
本
国
内
に
住
ん
で
い
な
い

•	

障
害
を
事
由
と
す
る
年
金
給
付
を

　
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

•	

児
童
福
祉
施
設
な
ど
に
入
所
し
て

い
る

■
所
得
制
限

　
受
給
者
本
人
、
配
偶
者
ま
た
は
扶
養

義
務
者
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
上
で

あ
る
場
合
は
、
そ
の
年
の
８
月
か
ら
翌

年
の
７
月
ま
で
は
手
当
の
支
給
が
停
止

さ
れ
ま
す
。

■
申
請
に
必
要
な
資
料
等

•	
印
鑑

•	
申
請
者
名
義
の
金
融
機
関
の
通
帳

•	

申
請
者
と
対
象
児
童
の
戸
籍
謄
本

•	

世
帯
全
員
の
住
民
票

•	

医
師
の
診
断
書
（
所
定
の
様
式
）

　
身
体
障
害
者
者
手
帳
、
療
育
手
帳
を

対
象
児
童
が
所
持
す
る
場
合
は
省
略
で

き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

•	

身
体
障
害
者
手
帳･

療
育
手
帳

　
　
　（
対
象
児
童
が
所
持
す
る
場
合
）

　
世
帯
の
状
況
に
応
じ
て
、
必
要
な
資

料
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
事
前
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
所
得
状
況
届
の
提
出

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い

る
人
は
、
毎
年
所
得
状
況
届
の
手
続
き

が
必
要
で
す
。
書
類
を
郵
送
し
ま
す
の

で
９
月
11
日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

 手当区分
 平成 28 年度

 4 月からの月額

 児童扶養手当
 （全部支給）

 42,330 円

 特別児童扶養手当
 1 級  51,500 円

 2 級  34,300 円

平成 28 年 8 月分から児童扶養手当の
加算額が、増額されます。

【第２子】月額５千円→
　　　　　　　    最大で月額 1 万円に

【第３子以降】月額３千円→
　　　　　　　    最大で月額６千円に
※平成 28 年 8 月から同年 11 月分は

平成 28年 12月に支払われます。
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乳幼児等医療制度の
受給対象範囲 拡大！
保健医療課☎４２－５６１９

　
市
は
、
少
子
化
が
急
速
に
進
展
す
る

中
、
子
育
て
支
援
並
び
に
子
育
て
環
境

の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
る
こ
と
を
重
要

政
策
と
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
、
平
成
28
年
８
月

１
日
か
ら
、
現
在
中
学
生
ま
で
の
方
に

受
給
対
象
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
い
て

い
ま
す
、
乳
幼
児
等
医
療
制
度
の
受
給

対
象
範
囲
を
18
歳
ま
で
拡
大
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
市
の
子
育
て
家
庭
の

さ
ら
な
る
負
担
軽
減
を
図
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
な
お
、
今
年
度
中
に
16
歳
～
18
歳
に

な
ら
れ
る
方
に
は
、
す
で
に
郵
送
に
て

申
請
書
を
送
付
し
て
お
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
保
健
医
療
課
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
受
給
対
象
者
が
結
婚
し
て
い
る
場
合

や
社
会
保
険
の
被
保
険
者
で
あ
る
場

合
、
ま
た
生
活
保
護
、
ひ
と
り
親
家
庭

等
医
療
制
度
、
重
度
心
身
障
害
者
医
療

制
度
を
受
給
し
て
い
る
場
合
は
対
象
外

で
す
。

　
市
は
、
不
妊
治
療
の
経
済
的
負
担
の

軽
減
を
図
る
た
め
、
特
定
不
妊
治
療
に

要
し
た
費
用
に
対
し
て
、
広
島
県
の
特

定
不
妊
治
療
費
助
成
額
を
除
い
た
費
用

の
全
額
を
助
成
し
ま
す
。

■
対
象
者

　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方

•	

夫
又
は
妻
の
い
ず
れ
か
一
方
も
し

く
は
両
方
が
安
芸
高
田
市
内
に
住

所
を
有
す
る
方

•	

広
島
県
の
特
定
不
妊
治
療
費
助
成

承
認
決
定
を
受
け
た
方

•	

市
民
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

■
申
請
期
間

　
広
島
県
の
不
妊
治
療
費
助
成
が
決
定

し
た
日
か
ら
起
算
し
て
２
か
月
以
内

■
申
請
関
係
書

•	

安
芸
高
田
市
不
妊
治
療
支
援
事
業

申
請
書

•	

広
島
県
不
妊
治
療
支
援
事
業
決
定

通
知
書
の
写
し

•	

広
島
県
不
妊
治
療
支
援
事
業
申
請

書
の
写
し

•	

広
島
県
不
妊
治
療
費
助
成
申
請
に

係
る
証
明
書
の
写
し

•	

印
鑑
及
び
申
請
者
が
口
座
名
義
人

と
な
っ
て
い
る
通
帳
の
口
座
番
号

の
わ
か
る
も
の

不妊治療費の助成 拡大！
保健医療課☎４２ー５６３３

　
同
セ
ン
タ
ー
は
、
犯
罪
被
害
に
遭
わ

れ
た
被
害
者
と
そ
の
家
族
を
支
援
す
る

民
間
団
体
で
、
電
話
・
面
接
相
談
を
は

じ
め
裁
判
所
へ
の
付
き
添
い
な
ど
の
直

接
支
援
事
業
や
さ
ま
ざ
ま
な
被
害
の
早

期
回
復
や
軽
減
を
図
る
た
め
の
支
援
活

動
を
し
て
い
ま
す
。

■
ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
こ
ん
な
と
き

に
電
話
し
て
下
さ
い

○
事
件
や
事
故
に
遭
っ
て
し
ま
っ
た

○
心
に
深
い
傷
を
負
っ
た

○
家
族
が
被
害
を
受
け
た

広
島
被
害
者
支

援
セ
ン
タ
ー
は

「
犯
罪
被
害
者
等

早
期
援
助
団
体
」

で
、
犯
罪
・
事

故
の
被
害
者
や

そ
の
家
族
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

※
電
話
・
面
接
で
の
相
談
、
ま
ず
は
電

話
し
て
下
さ
い

公
益
社
団
法
人
広
島
県
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
‐
５
４
４
‐
１
１
１
０

広
島
市
中
区
立
町
１
‐
24

知っていますか？
公益社団法人広島被害者支援センター

☎０８２－５４４－１１１０

安芸高田市重度障害者外出支援
サービス（タクシー利用助成）

社会福祉課☎４２ー５６１５
　
対
象
と
な
る
障
害
の
あ
る
方
に
対
し

て
、
市
内
の
指
定
タ
ク
シ
ー
業
者
で
利

用
で
き
る
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
（
お
太

助
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
）
を
交
付
し
ま

す
。
チ
ケ
ッ
ト
は
1
枚
５
０
０
円
で
、

交
付
枚
数
は
1
カ
月
に
つ
き
8
枚
で

す
。
申
請
さ
れ
た
月
か
ら
当
該
年
度
3

月
ま
で
の
チ
ケ
ッ
ト
を
ま
と
め
て
交
付

し
ま
す
。

※
自
動
車
税
ま
た
は
軽
自
動
車
税
の
減

免
を
受
け
て
い
る
方
は
交
付
枚
数
が
半

分
に
な
り
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
方

次
の
手
帳
を
お
持
ち
の
方

①
視
覚
・
下
肢
・
体
幹
機
能
・
移
動
機

能
障
害
の
障
害
等
級
が
3
級
以
上
で
あ

る
身
体
障
害
者
手
帳

②
障
害
程
度
が
Ａ
ま
た
は
Ａ
の
療
育
手
帳

③
障
害
等
級
が
１
級
の
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳

■
対
象
外
と
な
る
方

①
居
住
地
特
例
で
市
内
の
施
設
に
入
所

な
ど
を
さ
れ
他
市
町
の
支
援
を
受
け
て

い
る
方

②
障
害
者
通
院
交
通
費
を
受
け
て
い
る
方

③
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
を
受
け

て
い
る
方
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住宅に関する補助金制度のお知らせ
住宅政策課☎４７ー１２０２

■安芸高田市安全・安心・住環境リフォーム補助金【予算の範囲内】
受付開始日 ： 　平成 28 年 8 月 8 日 （月） ～ 

（土日・祝日を除く　9:00 ～ 12:00　13:00 ～ 17:00）

申込先        ：　安芸高田市商工会 ☎ 42 ‐ 0560 

 補助対象  補助対象期間
 1 市内に住所を有している方、若しくはこれから居住しようとする方

 2 市税及び滞納がない方

 交 付 決 定 通 知 の

日 か ら 平 成 29 年

2 月 28 日までの期

間内に工事着手⇒

工事完了⇒工事費

の支払い⇒完了報

告まで行うもの

 補助対象住宅

 持家住宅（自己の所有する一戸建ての住宅）※店舗との併用住宅は、個人住宅部分が対象

 補助対象となるリフォーム
 1 市内に本社機能を有する法人、及び個人事業者を利用して行う 20 万円（消費税を除く）

　以上の工事

 2 費用の 10％以上が安全・安心・住環境リフォームに対応していること
 補助金額
 リフォーム工事費用（消費税額を除く）× 20％【20 万円を上限】

 （補助は住宅について 1 回とし、同一補助対象者につき 1 回限り）

■安芸高田市子育て・婚活住宅新築等補助金【予算の範囲内】
申請方法：補助対象住宅の契約が完了した日から３か月以内に申請をお願いします。申請される場合には事  

                  前にお問い合わせください。

（土日・祝日を除く　9:00 ～ 12:00　13:00 ～ 17:00）

申込先　：安芸高田市商工会 ☎ 42 ‐ 0560

 補助対象者
 1 補助金交付後 5 年以上継続して補助対象の住宅に居住する方

 2 市内外の子育て世帯（満年齢が 18 歳に達しない子がいる世帯）又は婚活世帯の方

 3 補助対象者及び世帯員が市税等を滞納してない方

 4 その他条件（事前にお問い合わせください）
 補助対象となる住宅条件

 1 市内建築業者による施工、若しくは市内不動産業者が媒介又は販売する住宅であること

 2 住宅の延べ床面積が 70㎡以上であること

 3 その他条件（事前にお問い合わせください）
 補助金額

項　目 条　件 補助額
 住宅新築補助金  婚活世帯又は転入者の子育て世帯  50 万円

 転入者以外の子育て世帯  25 万円
 住宅購入補助金  婚活世帯又は転入者の子育て世帯  25 万円
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■安芸高田市空き家購入補助金【予算の範囲内】
申請方法：補助対象住宅の契約が完了した日から３か月以内に申請をお願いします。申請される場合には事

                   前にお問い合わせください。（土日・祝日を除く　9:00 ～ 12:00　13:00 ～ 17:00）

申込先　：住宅政策課 ☎ 47 ‐ 1202

 補助対象者
 1 補助金交付後 5 年以上継続して補助対象の住宅に居住する方

 2 市内外の子育て世帯（満年齢が 18 歳に達しない子がいる世帯）、婚活世帯又は転入者の世帯の方

 3 補助対象者及び世帯員が市税等を滞納してない方

 4 その他条件（事前にお問い合わせください）
 補助対象となる住宅条件
 安芸高田市空き家情報バンクに登録されている空き家で、次のいずれにも該当するもの

・空き家利用者と空き家所有者との間で売買に関する契約を締結していること

・売買物件の引き渡し後、３カ月以内に登記を完了すること
 補助金額　　購入金額の 3 分の１とし上限額は表のとおり

項　目 条　件 補助額（上限額）
 空き家購入補助金  婚活世帯又は転入者の子育て世帯  25 万円

 転入者以外の子育て世帯  15 万円
 転入者の世帯  15 万円

■安芸高田市空き家解体事業補助金【予算の範囲内】
申請方法：◯申請前に事前審査が必要です　⇒　不良度判定の審査 

　　　　　◯判定結果により申請を受け付けます。

　　　　　○申請される場合には事前にお問い合わせください。（土日・祝日を除く　9:00 ‐ 12：00　1 3：00 ‐ 17：00）

申込先　：住宅政策課 ☎ 47 ‐ 1202

 補助対象者
 1 空き家の所有者

 2 空き家の所有者の相続人

 3 空き家が存在する土地の所有者

 4 補助対象者が市税等を滞納してない方

 5 その他条件（事前にお問い合わせください。）
 補助対象となる住宅条件

 1 安芸高田市内に存在する空き家

 2 不良度判定基準に掲げる評定項目の評点が 100 点以上であること

３解体業者は、建築工事業、土木工事業若しくは、とび、土工工事業の許可を受けている者又は、解体工事　　　　　　　　

　業の登録をしている者

 4 その他の条件（事前にお問い合わせください。）

 補助金額
項目  補助基本額  補助金額（上限額）

 空き家解体事業補助金  解体に要する経費の３分の１  30 万円

新しく始まった「空き家」に関する補助金制度のお知らせ
住宅政策課☎４７ー１２０２

新規

新規
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農業用水路、ため池等での
事故防止のお願い
農林水産課☎４７－４０２２

■
子
供
た
ち
に
は
遊
び
場
で
も
…

　
近
年
、
農
業
用
水
路
や
た
め
池
な
ど

へ
の
転
落
事
故
等
が
発
生
し
、
か
け
が

え
の
な
い
命
が
失
わ
れ

て
い
ま
す
。
農
業
が
盛

ん
に
な
る
時
期
に
は
農

業
用
水
路
や
た
め
池
の

水
位
が
高
く
な
り
、
大

変
危
険
な
場
所
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
河
川
内
の
農
業
用
の
堰

（
頭と
う
し
ゅ
こ
う

首
工
）、
揚
水
ポ
ン
プ
な
ど
の
施
設

も
、
転
落
や
感
電
の
恐
れ
が
あ
り
、
子

供
た
ち
や
お
年
寄
り
に
と
っ
て
大
変
危

険
な
施
設
で
す
。

■
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
は

•	

関
係
者
以
外
が
農
業
用
水
路
等
の

施
設
に
近
寄
ら
な
い
。

•	

ご
家
庭
や
地
域
で
注
意
喚
起
を
す
る
。

•	

除
草
し
、
事
故
防
止
を
行
う
。

•	

立
入
禁
止
看
板
を
設
置
す
る
。

•	

施
錠
す
る
。

　
日
常
の
維
持
管
理
の
中
で
出
来
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　
農
業
用
水
路
や
た
め
池
等
の
施
設
は

農
業
を
行
う
上
で
欠
か
せ
な
い
重
要
な

施
設
で
あ
る
と
と
も
に
、
危
険
な
施
設

で
も
あ
り
ま
す
。
皆
様
の
力
で
事
故
を

防
止
し
ま
し
ょ
う
。

　「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、

す
べ
て
の
国
民
が
犯
罪
や
非
行
の
防

止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪

や
非
行
の
な
い
地
域
社
会
を
築
く
た

め
、
法
務
省
の
呼
び
か
け
に
よ
り
毎

年
７
月
を
強
調
月
間
と
し
て
全
国
的

に
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
運
動

を
推
進
す
る
た
め
に
、
７
月
４
日

（
月
）、
安
芸
高
田
地
区
保
護
司
会
か

ら
浜
田
市
長
に
、
内
閣
総
理
大
臣
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
伝
達
さ
れ
ま
し

た
。

第 66回
” 社会を明るくする運動 ”

社会福祉課☎４２ー５６１５

　
県
で
は
、
障
害
の
あ
る
方
の
芸
術
活

動
へ
の
参
加
を
通
じ
て
、
生
活
を
豊
か

に
す
る
と
と
も
に
、
県
民
の
障
害
へ
の

理
解
と
認
識
を
深
め
、
障
害
の
あ
る
方

の
自
立
と
社
会
参
加
の
促
進
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
あ
い
サ
ポ
ー

ト
ア
ー
ト
展
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
夢
と
元
気
を
与
え
て
く
れ
る
よ
う

な
、
パ
ワ
ー
あ
ふ
れ
る
作
品
を
広
く
募

集
し
ま
す
。

■
主
催
　
　
広
島
県

■
応
募
資
格

　
障
害
の
あ
る
方
で
、
県
内
に
、
在
住
、

在
勤
、在
学
、通
所
さ
れ
て
い
る
方
（
グ

「平成 28年度あいサポートアート展」
の作品を募集します

社会福祉課☎４２ー５６１５

ル
ー
プ
を
含
む
）
ご
不
明
の
場
合
は
、

広
島
県
健
康
福
祉
局
障
害
者
支
援
課
へ

☎
０
８
２
‐
５
１
３
‐
３
１
５
７

■
応
募
期
間

　
８
月
１
日
（
月
）
～
９
月
９
日
（
金
）

※
最
終
日
の
消
印
有
効

■
応
募
先
・
搬
入
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先

あ
い
サ
ポ
ー
ト
ア
ー
ト
展
事
務
局

〒
７
３
０
‐
０
０
１
３
　

　
広
島
市
中
区
八
丁
堀
11
‐
28

　
株
式
会
社
広
島
朝
日
広
告
社
　

　
　
　
　
あ
い
サ
ポ
ー
ト
ア
ー
ト
展

☎
０
８
２
‐
２
２
８
‐
０
１
３
１
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
２
‐
２
２
１
‐
１
７
１
８

　
6
月
18
日
（
土
）、
神
楽
を
テ
ー
マ

に
し
た
青
春
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
・

ド
ラ
マ
「
舞
え
！
Ｋ
Ａ
Ｇ
Ｕ
Ｒ
Ａ
姫
」

の
ロ
ケ
が
神
楽
ド
ー
ム
で
行
わ
れ
、
市

内
外
か
ら
７
０
０
人
を
超
え
る
エ
キ
ス

ト
ラ
が
参
集
し
ま
し
た
。

　
特
に
家
族
連
れ
も
多
く
、
出
演
者
の

演
技
を
楽
し
く
観
賞
し
な
が
ら
長
時
間

の
ド
ラ
マ
撮
影
は
順
調
に
進
ん
で
い
き

ま
し
た
。

　
ロ
ケ
に
先
立
ち
、
出
演
者
を
迎
え
て

の
取
材
会
が
あ
り
、
ヒ
ロ
イ
ン
役
の
葵

わ
か
な
さ
ん
か
ら
、「
高
校
生
の
神
楽

甲
子
園
」
参
加
者
に
対
し
応
援
の
エ
ー

ル
も
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
ド
ラ
マ
は
、
11
月
30
日
（
水
）
午
後

10
時
か
ら
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア

ム
に
て
全
国
放
映
さ
れ
ま
す
。

「舞え！ＫＡＧＵＲＡ姫」
700 人を超えるエキストラが
神楽ドームに大集合！！
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建設業退職金共済制度
建設業退職金共済事業広島支部☎０８２－２２１－０１３８

　
建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
退
職
金

共
済
法
に
基
づ
き
建
設
現
場
労
働
者
の

福
祉
の
増
進
と
建
設
業
を
営
む
中
小
企

業
の
復
興
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た

退
職
金
制
度
で
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
国
の
制
度
な
の
で
安

全
、
確
実
、
申
込
手
続
き
は
簡
単
で
す
。

　
事
業
者
の
方
々
が
、
労
働
者
の
働
い

た
日
数
に
応
じ
て
掛
金
と
な
る
共
済
証

紙
を
共
済
手
帳
に
貼
り
、
そ
の
労
働
者

が
建
設
業
界
で
働
く
こ
と
を
や
め
た
と

き
に
、
健
退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払
う

と
い
う
、
い
わ
ば
業
界
全
体
で
の
退
職

金
制
度
で
す
。

■
加
入
で
き
る
事
業
者

　
　
　
　
　
　
　
　
建
設
業
を
営
む
方

■
対
象
と
な
る
労
働
者

　
　
　
　
　
建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

■
掛
金
　
　
　
　
　
　
日
額
３
１
０
円

　
平
成
28
年
4
月
1
日
か
ら
建
退
共
の

制
度
が
一
部
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

①
退
職
金
の
予
定
運
用
利
回
り
が
２
．

７
％
か
ら
３
．
０
％
に
変
更
さ
れ
ま
し

た
。

②
退
職
金
の
不
支
給
期
間
が
掛
金
納
付

月
数
12
月
未
満
に
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。

（
遺
族
請
求
は
従
来
ど
お
り
12
月
未
満

で
変
更
あ
り
ま
せ
ん
）

③
被
共
済
者
に
よ
る
移
動
通
算
の
申
出

期
間
が
3
年
以
内
に
ま
で
延
長
さ
れ
ま

し
た
。

④
移
動
通
算
で
き
る
退
職
金
額
の
上
限

が
撤
廃
さ
れ
ま
し
た
。

★
建
退
共
か
ら
事
業
主
の
皆
様
へ
の
お

願
い

○
共
済
証
紙
は
、
労
働

者
の
就
労
日
数
に
応
じ

て
適
正
に
貼
付
し
て
く

だ
さ
い
。

○
「
建
設
業
退
職
金
共

済
手
帳
」
を
所
持
し
て

い
る
労
働
者
が
、
建
設

業
界
を
引
退
す
る
と
き

は
、
忘
れ
ず
に
退
職
金

を
請
求
す
る
よ
う
指
導

し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
建
退
共
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
左
記
連
絡
先
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

:/
/
w
w
w
.k
e
n
ta
ik
y
o
.

taisyokukin.go.jp/

お
問
い
合
わ
せ
先

建
設
業
退
職
金
共
済
事
業
広
島
支
部

　
　
☎
０
８
２
‐
２
２
１
‐
０
１
３
８

F
A
X
０
８
２
‐
２
２
１
‐
７
８
９
８

共済手帳見本 共済証紙見本

広告
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サンフレッチェ広島
　安芸高田市スポンサードゲーム

市民大応援団がエディオンスタジアムに結集
Ale'! Ale'! Hiroshima ！！

　７月２日（土）、安芸高田市から 1,750 名を超える市民
大応援団が、サンフレッチェ広島のホームゲームにかけつ
け、熱い声援をおくりました。
　今年で９回目となる、マザータウン安芸高田市がスポン
サーのゲームでは、無料送迎バスの運行や市の特産品等の
販売、そして毛利軍団による武者応援など、ゲーム開始前
から終了まで熱烈な応援を展開しました。

　
攻
守
で
バ
ラ
ン
ス
の

取
れ
た
サ
ン
フ
レ
ッ

チ
ェ
広
島
が
、
前
半
19

分
と
32
分
に
MF
柴
﨑
晃

誠
選
手
の
ゴ
ー
ル
、
後

半
20
分
に
は
FW
ピ
ー

タ
ー
　
ウ
タ
カ
選
手
の

ゴ
ー
ル
で
、
見
事
3-0
の

勝
利
を
お
さ
め
ま
し
た
。

Ｊ
１
リ
ー
グ
２
nd
ス

テ
ー
ジ
開
幕
戦
の
こ
の

勝
利
は
、
優
勝
に
む
け

勢
い
を
つ
け
る
貴
重
な

１
勝
と
な
り
ま
し
た
。

　「
１
４
、５
０
２
人
も

の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
試
合

中
も
雨
が
降
る
中
、
足

を
運
ん
で
我
々
に
声
援

を
送
っ
て
く
れ
た
。
サ

ポ
ー
タ
ー
に
励
ま
し
て

も
ら
い
、
ス
タ
ジ
ア
ム

結
果
は
・
・
・

今
年
も
サ
ン
フ
レ 

快 

勝

８
勝
１
敗
、
４
連
勝
中
！

　知
る
人
ぞ
知
る
、
サ

ン
フ
レ
・
フ
ァ
ン
の
間

で
は
、「
安
芸
高
田
市
ス

の
雰
囲
気
を
作
っ
て
く
れ

た
。
我
々
も
ベ
ス
ト
を
尽

く
し
て
戦
い
、
勝
利
す
る

こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ

た
」
と
、
森
保
一
監
督
の

試
合
後
の
コ
メ
ン
ト
も
あ

り
ま
し
た
。

ポ
ン
サ
ー
ド
ゲ
ー
ム
」
＝

「
勝
利
」
の
方
程
式
が
定

着
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

©2016 S.FC

©2016 S.FC
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◀
安
佐
北
区
か
ら
家
族
で

来
ら
れ
、
今
シ
ー
ズ
ン
は

5
〜
6
回
目
の
観
戦
で
す
。

１
st
ス
テ
ー
ジ
で
印
象
に

残
っ
た
シ
ー
ン
は
、
浦
和

レ
ッ
ズ
戦
の
塩
谷
選
手

の
ゴ
ー
ル
と
佐
藤
選
手
の

ゴ
ー
ル
で
し
た
。

▲福山市から家族 4人で来られて
いました。好きなサンフレ選手は、
佐藤寿人選手で、今シーズン初め
ての観戦で楽しみにしていたそう
です。

＜インタビュー取材＞

スタジアムへの入場を今か今

かと心待ちにしている方々

に、突撃インタビューを行い

ました。

◀
安
芸
高
田
市
に
勤
務
さ

れ
、
家
族
で
市
民
大
応
援
に

初
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
年
に

数
回
、
サ
ッ
カ
ー
観
戦
を
楽

し
ま
れ
て
い
ま
す
。

挑
戦

〜
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
サ
ッ
カ
ー
男
子

日
本
代
表
　
浅
野
選
手
・
塩
谷
選
手
〜

　
FW
浅
野
拓
磨
選
手
と
、

オ
ー
バ
ー
エ
イ
ジ
と
し
て
DF

塩
谷
司
選
手
が
、
リ
オ
で
開

催
さ
れ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

出
場
さ
れ
ま
す
。

　
７
月
７
日
（
木
）、
二
名

そ
ろ
っ
て
市
長
を
表
敬
さ

れ
、
意
気
込
み
を
力
強
く
語

ら
れ
ま
し
た
。

　
市
長
・
副
市
長
か
ら
は
、

激
励
と
花
束
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　
初
戦
は
８
月
４
日
（
木
）

の
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
戦
で
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
の
熱
い
エ
ー

ル
を
お
願
い
し
ま
す

つながる。が

お
米

　
紫
陽
花
を
愛
で
る
こ
ろ
、

ま
だ
朝
晩
少
し
冷
え
る
な
と

感
じ
る
日
々
に
、
体
へ
の
ほ

ど
よ
い
刺
激
が
、
心
地
良
い

時
期
だ
な
と
感
じ
て
い
ま

す
。
た
だ
、
み
な
さ
ん
が
こ

の
コ
ラ
ム
を
目
に
す
る
こ
ろ

は
、
紫
陽
花
も
終
わ
り
、
ブ

ル
ー
の
空
に
、真
っ
白
い
雲
、

青
々
と
茂
っ
た
田
ん
ぼ
の
コ

ン
ト
ラ
ス
ト
が
広
が
っ
て
い

る
頃
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　
ふ
と
、
前
回
の
コ
ラ
ム
を

読
み
返
し
て
み
る
と
、
私
が

こ
の
地
で
描
い
て
い
る
暮
ら

し
と
活
動
が
少
し
ず
つ
形
に

な
り
つ
つ
あ
る
な
と
感
じ
て

い
ま
す
。
去
年
か
ら
、
お
米

を
活
用
し
た
活
動
の
一
環
と

し
て
、
お
米
を
使
っ
た
砂

糖
添
加
な
し
の
甘
い
飲
み

物
〝
ラ
イ
ス
ミ
ル
ク
〞
の
試

作
と
、
そ
れ
を
用
い
て
の

様
々
な
展
開
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
今
年
は
、
民
間
事

業
者
の
協
力
の
下
、
紫
黒
米

フ
レ
ー
バ
ー
や
玄
米
フ
レ
ー

バ
ー
の
ラ
イ
ス
ミ
ル
ク
を
試

験
的
に
作
っ
て
頂
き
、
そ
し

て
、
そ
れ
を
用
い
て
乳
製

品
・
砂
糖
な
し
の
プ
リ
ン
を

試
作
し
て
頂
き
ま
し
た
。
ま

ず
は
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
で

試
飲
・
試
食
会
を
実
施
し
、

対
面
式
で
の
意
見
や
評
価
を

通
し
て
、
商
品
化
へ
の
手
ご

た
え
を
感
じ
る
と
き
も
あ
り

ま
し
た
。
お
米
を
主
食
以
外

に
も
、
飲
み
物
、
デ
ザ
ー

ト
、
調
味
料
の
ひ
と
つ
と
し

て
様
々
な
形
で
み
な
さ
ん
の

口
に
入
る
よ
う
な
展
開
も
考

え
て
お
り
、〝
安
芸
高
田
市

＝
お
米
〞
と
イ
メ
ー
ジ
化
出

来
る
一
役
に
な
れ
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
、
今

年
は
お
米
が
キ
ー
ワ
ー
ド
に

な
っ
て
い
ま
す
。
地
域
で
出

逢
っ
た
友
人
ら
と
初
の
米
作

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

自
然
農
法
で
栽
培
さ
れ
た
16

代
目
の
種
籾
が
手
に
入
り
、

種
か
ら
育
て
、
1
日
が
か
り

で
手
植
え
を
終
え
ま
し
た
。

怖
い
も
の
知
ら
ず
の
無
農

薬
・
無
肥
料
栽
培
で
挑
戦
し

ま
す
！
さ
て
、
収
穫
で
き
る

か
は
、
こ
れ
か
ら
の
除
草
作

業
に
係
っ
て
く
る
と
聞
い
て

ま
す
。
み
ん
な
で
新
米
が
食

べ
ら
れ
る
よ
う
、
苦
労
や
リ

ス
ク
を
シ
ェ
ア
し
な
が
ら
わ

い
わ
い
と
楽
し
く
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

OMMUNITY-
EACTIVATING
OOPERATOR SQUAD

C
R
C

地域おこし協力隊員リレーコラム　vol.12
宮崎　絵美さん（産業振興部 地域営農課）
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健
康

い
い

カ
ラ
ダ

私たちが紹介します♪ 安芸高田市食生活改善推進協議会
保健医療課　栄養士

毎月19日は 食育の日

（ひとり分　エネルギー：92kcal、塩分：0.8g）

材料（2人分）
はやとうり ………………1個
砂糖 ………………大さじ2
しょうゆ ……………大さじ3
だしの素 …………小さじ2
炒め油 ……………大さじ1
ごま油 ……………大さじ1
ごま ……………………少々

作り方
①はやとうりは皮をむき、半分に切って種を取り、

うすく切る。
②フライパンに油を熱し、はやとうりを炒める。
③調味料で味付けし、汁気がなくなるまで炒める。

最後にごま油を回し入れ、ごまをふりかける。

安芸高田市食生活改善推進協議会
美 土 里 支 部

　夏野菜はビタミンやミネラル、食物繊維などが豊富に含ま
れており、暑い夏を元気に過ごすために欠かせない食材です。

《おすすめ夏野菜》
＊トマト…含まれているクエン酸が疲労回復にも効果あり
＊きゅうり・なすび…利尿作用があるのでむくみ解消
＊枝豆…たんぱく質やカルシウムが豊富
＊ オクラ…ネバネバの正体ペクチンは暑さで弱った胃腸を

守ってくれる

はやとうりの金平風炒め
今月の食材

はやとうり

８
や

月3
さ い

１日は「野菜の日!!」～ 夏の元気は野菜から ～

 

安芸高田市 県平均 県内順位

全被保険者 26,101 26,149 18

（※県内順位・・県内23市町で1人当たり費用額が高い順）

平成28年4月診療分
１人当り医療費（単位：円）
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︶
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。
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本
年
度
は
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付
費
分
・
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金

分
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介
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分

の
税
率
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と
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と
に
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な
お
、
地
方
税
法

の
改
正
に
よ
り
、
一

世
帯
当
た
り
の
課
税

限
度
額
が
、
医
療
給

付
費
分
52
万
円
か
ら

54
万
円
に
、
支
援
金

分
17
万
円
か
ら
19
万

円
に
変
わ
り
ま
し

た
。
同
時
に
保
険
税

の
軽
減
対
象
世
帯
が

拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

計算の内容
税率及び税額

医療分 支援金分 介護分
所得割 7.5% 1.6% 2.3%
資産割 17.0% 11.0% 12.0%
均等割 28‚400円 7‚200円 11‚000円
平等割 21‚000円 5‚400円

5‚800円（※特定世帯） （10‚500円） （2‚700円）
（※特定継続世帯） （15‚750円） （4‚050円）

課税限度額 540‚000円 190‚000円 160‚000円

平成28年度　国民健康保険税　税率表

軽減基準表

※ 特定世帯とは、後期高齢者医療制度に移行したことにより、国民健康保険の
被保険者が１人となる世帯で、５年が経過するまでの世帯です。

※ 特定継続世帯とは、後期高齢者医療制度に移行したことにより、国民健康保
険の被保険者が１人となる世帯で、５年経過以後の３年の間にある世帯です

軽減区分 世帯主及び被保険者の前年中の所得の合計

改
正
前

７割軽減 33万円 以下の世帯

５割軽減 33万円＋26万円×（被保険者数および特定
同一世帯所属者) 以下の世帯

２割軽減 33万円＋47万円×（被保険者数および特定
同一世帯所属者）以下の世帯

改
正
後

７割軽減 33万円 以下の世帯

５割軽減 33万円＋26万5千円×（被保険者数および特
定同一世帯所属者) 以下の世帯

２割軽減 33万円＋48万円×（被保険者数および特定
同一世帯所属者）以下の世帯

平
成
28
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
が
決
ま
り
ま
し
た

 

税
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　自分や家族のお酒の問
題で悩んでいませんか？
お気軽にご相談ください。
広島断酒ふたば会
　中田克宣
☎090-4802-1865
※詳しい内容はお問い合
わせください。

場所・日時
●ふれあいプラザ向原
　８月５日（金）
　　18：30～20：30
●吉田人権会館
　８月７日（日）　
　　13：30～15：30
　８月₁₅日（月）　
　　18：30～20：30
　８月₂₉日（月）　
　　18：30～20：30

断酒会 たかみや湯の森温泉　ウォーキングプール健康教室
 保健医療課　☎４２－５６３３

コ ー ス 肩こり・腰痛・膝痛の軽減、予防コース
(10:00～11:00）

体脂肪燃焼
コース

(19:00～20:00）

対　 象 向原・甲田
地域の方

八千代・吉田
地域の方

美土里・高宮
地域の方 市内全域

と　 き

９月19日～
10月31日　
毎週月曜日

９月15日～
10月27日　
毎週木曜日

９月16日～
10月28日　
毎週金曜日

９月15日～
10月27日　
毎週木曜日

10:00～11:00　７回コース
※希望者には無料で送迎があります。
※ 定員に余裕があれば対象地域以外からも参加でき

ます。
　ただし、送迎はありません。

19:00～20:00
７回コース

申込期限 ８月１日（月）～８月25日（木）

と こ ろ たかみや湯の森温泉ウォーキングプール

定 員 17名（定員を超える場合、新規申込みの方を優先とさせていただき
ます）

参 加 費 3‚500円（温泉プール利用料１回につき500円は別料金）

申 込 先 たかみや湯の森　☎５９－００５９

　水中では腰や膝に無理な負担をかけることなく歩くことができ、普段使わない筋
肉の回復や維持、増進を図ることができます。

８
や

月3
さい

1日は野菜の日

　「や（８）さ（３）い（１）」の語
呂合わせから、全国青果物商業協同
組合連合会をはじめ９団体の関係組
合が、1983（昭和58）年に制定し
た記念日です。
　栄養たっぷりな野菜を再認識して
もらうとともに、野菜のPRを目的
にしています。

野菜食べていますか？
野菜の1日の摂取目標「350g」
　しかし、実際は広島県民の1日の
平均摂取量はでは、あと1皿（70g）
分の野菜が足りません。（H24国民
健康・栄養調査より）

 毎日プラス1皿の野菜を!!
　野菜350gは、料理にすると1皿
70g×5皿です。
（例）
青菜のお浸し（小鉢１つ）�…１皿分
野菜サラダ（１皿）�…………１皿分
カボチャの煮物（１鉢）�……１皿分
生春巻き（１本）�……………１皿分
野菜炒めなど大皿料理（１人前）�…２皿分
野菜カレー（１人前）� ……２皿分
１日５皿を目標に是非今日から
実践してみましょう！

「みんながいきいき笑顔で助け合えるまち」　健康あきたかた21推進中！

食生活　「食の大切さを考えながらおいしく・楽しく・きちんと食べよう！」

《350gとるコツ》
★火を通して食べる
　煮る・蒸す・炒
めるなど火を通す
と、カサが減って、
たくさんの量が食
べられます。

★朝食を食べる
　昼と夕の2食で、
350gの野菜をと
ることは難しいの
で、1日3食にし、
毎食1～2皿 の 野
菜料理を食べま
しょう。

健康のために

　平成28年6月12日（日）健康フェスタ2016におい
て、「みんなの食育川柳」を募集しましたところ、1,566
件のご応募をいただきました。たくさんのご応募あり
がとうございました。
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げんきな親子
子育て中のみなさんを応援するコーナー。 
子育てに関係する情報をいろいろ掲載します。

　クリスタルアージョ１階にある
プレイルームは、子育て中の親子
が集い交流しあえる場所です。３
歳までのお子様向けのオモチャを置いていますので保護
者の方と一緒にお気軽にご利用下さい。
※小さいお子様と保護者のための場所です。小学生以上

の利用はご遠慮ください。
●場　　所　クリスタルアージョ１階
　　　　　　エレベーター正面
●利用時間　月曜日～金曜日　₈：₃₀～₁₇：₁₅

 子育て支援センター☎４７⊖１２８３

●持ち物　水分補給の飲み物、汗拭きタオル、着替え等
■人数や季節等により時間が前後する場合がありますの

でご了承ください。
■託児はありませんが、対象年齢ではないごきょうだい

を連れてこられても大丈夫です。
■ご利用は無料です。ご予約は必要ありません。

 子育て支援センター☎４７︲ １２８３
　子育て支援センターでは、 家庭児童相談員、母子・父
子自立支援員、保健師、子育て支援員が子育てに関する
悩みなど相談に応じています。お子様と一緒にお気軽に
おいでください。 

〈電話での相談も受け付けています〉
●受付時間　月曜日～金曜日　₈：₃₀～₁₇：₁₅

プレイルーム

子育て交流会

子育て相談

と　　き と こ ろ 内　　容
8月18日(木)

10:00～10:15　受付
10:15～10:45　活動

クリスタルアージョ　１階
プレイルーム
（吉田町）

親子交流会
＊対象年齢
　２～４歳児

8月26日(金)
10:00～10:15　受付
10:15～11:00　活動

吉田運動公園
エアロビクス室

（吉田町）

親子体操
＊対象年齢
　０～１歳児

　子供たちは友だちと遊んだり、 お母さんと遊んだりと楽
しい時間が過ごせます。 そのかたわらで、 お母さんたちは
育児の悩みなど情報交換もできます。 
●持参するもの　お茶・タオル・着替え

下記の保育園は、随時園庭開放を行っております。行事
の都合がありますので、各保育園にお問い合わせください。
刈田保育園　　　　☎５２－２０９９
八千代南保育園　　☎５２－３０４８
可愛保育園　　　　☎４３－１７７６

日　　　時 保育所（園）名 内　　　容
8月2日(火)
10:00～11:30 吉田保育所 　園庭開放　

8月2日(火)
 9:30～11:00 かわね保育園 　園庭開放　

8月3日(水)
 9:30～11:00 ふなさ保育園 園庭開放

8月9日(火)
10:00～11:30 吉田保育所 　園庭開放　

8月9日(火)
 9:30～11:00 くるはら保育園 園庭開放

8月10日(水)
 9:45～11:00 甲立保育所 園庭開放

8月4日(木)
 9:45～11:00 小田東保育所 　園庭開放　

8月16日(火)
10:00～11:30 吉田保育所 園庭開放

8月23日(火)
10:00～11:30 小原保育所 園庭開放

8月25日(木)
 9:30～11:00 みどりの森保育所 　園庭開放　

8月18日(木)
10:00～11:30 向原こばと園 　園庭開放　

8月23日(火)
10:00～11:30 吉田保育所 園庭開放

8月25日(木)
10:00～11:30 みつや保育所 体験入園

8月26日(金)
10:00～11:30 吉田幼稚園 園庭開放

（わいわいらんど）
8月26日(金)
10:30～11:45 ひの川幼稚園 園庭開放

（なかよし広場）
8月31日(水)
 9:45～11:00 入江保育園 園庭開放

8月30日(火)
10:00～11:30 吉田保育所 園庭開放

「舞え！ KAGURA姫」エキストラロケに参加した子供①
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月　日 受付時間 対　　象 会　場

8月 4日(木) 13:00～13:15
3歳児健康診査
・平成25年1月生まれ

保健センター

8月18日(木) 13:00～13:15
1歳6か月児健康診査
・平成26年12月生まれ

保健センター

8月25日(木) 13:00～13:15
乳児健康診査
・平成27年9月生まれ

保健センター

※ 健診内容は、診察、身体計測、食生活・歯・ことばなど育児全般における個別相談です。
※対象児には個人通知します。
※ 体調不良やその他の理由で欠席される場合は、事前に保健医療課までご連絡ください。

育児相談

月　日 開催時間 対　象 会　場

8月5日(金) 10:00～11:30 乳幼児 保健センター

※お子さんの身体測定をしてみましょう。保健師・栄養士がご相談に応じます。

保健医療課☎４２⊖５６３３
４月より時間と内容を変更しました。

母乳相談会

月　日 開催時間 対　象 会　場

8月5日(金) 10:00～11:30 妊婦・産婦 保健センター

※母乳測定、乳房のトラブル、卒乳など、お気軽にご相談ください。
※希望される方は、事前に保健医療課までご連絡ください。

保健医療課☎４２⊖５６３３
★助産師が相談に応じます

★お口の発達にあった離乳食をすすめよう！★
　離乳食を楽しく学んでクッキング♪ 　1食分を実際に試食してみましょう!!

日　　時 場　所 申込期間 対　　象 持参物
8月19日(金)
10:00～12:00

クリスタルアージョ    101
8月9日～
8月15日

★生後5か月児～　　　　
　8か月児とその家族

保護者エプロン

※きょうだいでの参加の方は、託児もあります。
※参加希望の方は、保健医療課へお申し込みください。
受付時間は８：30～17：00、土日祝は除く
Email  :  sukusuku@city.akitakata.lg.jp
メールで送られる場合は、件名に「すくすく離乳食教室申込み」と入力して、本文にお子さんの名前、月齢、町名、
アレルギーの有無、きょうだいの参加有無（有の方は、名前、年齢）を入力してください。

すくすく離乳食教室【乳幼児健康教室】

）（

保健医療課☎４２⊖５６３３

※相談内容は、身体計測、食生活・歯・ことばなど育児全般における個別相談です。
※対象児には個人通知します。
※体調不良やその他の理由で欠席される場合は、事前に保健医療課までご連絡ください。

４か月児相談・２歳６か月児相談

月　日 受付時間 対　　象 会　場

8月26日(金)
10:00～10:30 2歳6か月児相談

・平成26年2月生まれ
保健センター

13:00～13:30 4か月児相談
・平成28年4月生まれ

保健医療課☎４２⊖５６３３

保健医療課☎４２⊖５６３３

「舞え！KAGURA姫」エキストラロケに参加した子供②

「舞え！KAGURA姫」エキストラロケに参加した子供③

～赤ちゃんと保護者に絵本の
 楽しさをお届けします～

「ブックスタート」がはじまります！

　この事業は、平成２８年４月以降に誕生し
た赤ちゃんとその保護者に、ブックスタート
パック（絵本１冊・赤ちゃんおすすめ本リス
トなど）を４か月児相談時にプレゼントする
ものです。
　特別な申請は不要です。詳しくは、保健医
療課から郵送する４か月児相談のご案内をご
覧ください。

教育委員会生涯学習課　☎４２－００５４

新規
事業
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☎ 42-5627

神楽の里を走り抜ける！
ツールドひろしま安芸高田２０１６

　6月19日（日）、東は埼玉県、西は鹿
児島県と、遠方から参加者約270名が
110㎞コースと60kmコースの2つに
分かれ自転車で走り抜けました。中でも
最年少8歳で110㎞、82歳の方が60
㎞を完走されたのは驚きでした。途中、
疲れた参加者の憩いの場として、各町に
は振興会や商工会、地元の有志など多く
の方々の協力のもと、休憩所が開設され、
熱いイベントは無事閉幕となりました。

スポーツを通じたコミュニティづくり
第１3回安芸たかた障害者ふれあいスポーツ交流会

　6月19日（日）、吉田運動公園アリーナを会場に、市内の障害
福祉サービス事業所等の利用者を中心に、家族や支援者、運営ス
タッフ、総勢約300名によるスポーツ交流会が開催されました。
　今回で、13回を数える大会は、年々参加者も増え、交流の輪
が広がっています。運営には、関係団体に加え、地元の吉田高校
生徒20名が支援スタッフとして参加されました。
　昼休憩の時間には、軽スポーツの紹介もあり、ユニカールやボッ
チャといった新しい軽スポーツにチェレンジしました。
　各種目とも、勝敗はさておき、みんなが楽しんで交流する1日
となりました。

心身ともに健康倍増！
健康フェスタ２０１６開催
　6月12日（日）、クルスタルアージョにおいて、市民参画による「健康フェスタ2016」
が開催されました。
　「予防・早期発見・重症化予防」そして「断酒のかがり火を地域へ！」をテーマに、いい歯の
表彰、各コーナでの催しや講演会が行われ、心身ともに健康を考える1日となりました。
各種測定や相談、軽食コーナもあり、大いに賑わう中、いい歯の表彰では、個人33名・家
族3組が受賞され、表彰状と記念品が授与されました。
　また、今回、広島県断酒（安芸高田）大会と同時開催となり、呉みどりヶ丘病院長の長尾
早江子さんによる講演があり、アルコール依存症について考える貴重な機会となりました。
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強豪同士の熱き戦いに拍手喝采
第１3回安芸高田市ハンドボールカップ
　６月11日（土）・12日（日）に、湧永満之記念体
育館と向原高校体育館において、第13回安芸高
田市ハンドボールカップが開催されました。
　本大会には中四国地方及び大阪府から、中学校
男女ハンドボール部、合わせて10チームの強豪
が揃いました。地元である甲田中学校は、これら
強豪と熱戦を繰り広げ、男子３位・女子４位の成
績をおさめました。
　会場には多くの観客が熱い応援を送り、迫力あ
る試合に健闘をたたえる拍手が送られました。

ジビエを美味しく食べよう
第５回燻製教室

　6月25日（土）、市野生鳥獣食肉処理加工施設を会場に、ジ
ビエを使った燻製教室が開催されました。
　この教室は、市地域振興事業団が、鳥獣被害対策と食文化の
振興を目的に、年１回開催するものです。
　毎回好評でキャンセル待ちもでる教室には、市内外から定員
を超える2４名が参加されました。
　指導者から燻製づくりについて、手法とポイントの説明を受
けた後、手作りの燻製器を使用して燻製の実演もありました。
　参加者は皆、シカといのししの燻製を食べ比べながら、実践
意欲を高めることができました。

感謝♪ボランティアで学校・保育園を修繕
県建設労働組合　 住宅デー
　6月26日（日）、広島県建設労働組合第11地域連合三次
甲田地区の皆さんにより、かわね保育園・くるはら保育園・
ふなさ保育園の補修ボランティア作業が行われました。ま
た、同三次高田地区の皆さん（写真右下丸囲）により、向原
小学校の補修ボランティア作業が行われました。
　毎年、この時期に地域貢献を目的に実施されるものです。
　柵の塗装、引き戸調整、仕切り板の設置、屋根の清掃等、
施設の様々なところを修理・リニューアルされ、子供達が
過ごす園舎・校舎がより過ごしやすくなりました。

排泄ケアが暮らしを変える
在宅介護応援セミナー開催
　6月10日（金）にたかみや人権会館、11日（土）に甲田
人権会館、7月5日（火）に八千代人権福祉センターの主
催により、同一内容の講演会が開催されました。
　京都のむつき庵代表浜田きよ子さんより、排泄のメカ
ニズムの講話や、事例に基づく排泄ケアの仕方、用具の
選定の的確なアドバイスがありました。また、排泄の失
敗には原因があり、それは何かを探りながら対策を考え
ることが必要で、参加者が実際排泄用具（おむつ）を装着
してみることにより、その人に合ったその人らしい「排
泄ケア」の大事な視点を学ぶことができました。
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空
き
家
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活
用
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～
空
き
家
を
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有
す
る

 

み
な
さ
ん
へ
～

　
広
報
7
月
号
で
掲
載
し
た

と
お
り
、
空
き
家
の
所
有
者

に
は
、
そ
の
適
正
な
管
理
が

求
め
ら
れ
、
危
険
な
状
態
で

放
置
さ
れ
て
い
る
空
き
家
は

※
1
特
定
空
き
家
等
と
し
て

認
定
さ
れ
、所
有
者
等
に
は
、

そ
の
改
善
命
令
等
を
受
け
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　　
市
で
は
、
空
き
家
が
危
険

な
状
態
に
な
る
の
を
防
ぐ
だ

け
で
な
く
、
空
き
家
を
有
効

活
用
す
る
た
め
「
空
き
家
情

報
バ
ン
ク
制
度
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
都

市
部
か
ら
の
移
住
や
市
民
の

定
住
を
促
進
す
る
こ
と
で
、

地
域
活
性
化
を
図
り
、「
空

き
家
を
売
り
た
い
人
・
貸
し

た
い
人
」
か
ら
申
込
み
を
受

け
た
空
き
家
情
報
を
、「
空

き
家
を
利
用
し
た
い
人
」
に

対
し
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
公
開
し
、
そ
の
情
報
を
提

供
す
る
制
度
で
す
。

　
安
芸
高
田
市
内
に
空
き
家

を
お
持
ち
の
方
で
「
売
り
た

い
、
又
は
貸
し
た
い
」
と
お

考
え
の
方
は
「
空
き
家
バ
ン

ク
」
へ
登
録
し
空
き
家
の
有

効
活
用
を
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。※

1
特
定
空
き
家
等
と
は

①�

そ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば

倒
壊
等
著
し
く
保
安
上

危
険
と
な
る
お
そ
れ
の

あ
る
状
態

②�

著
し
く
衛
生
上
有
害
と

な
る
お
そ
れ
の
あ
る
状

態

③�

適
切
な
管
理
が
行
わ
れ

な
い
こ
と
に
よ
り
著
し

く
景
観
を
損
な
っ
て
い

る
状
態

④�

そ
の
他
周
辺
の
生
活
環

境
の
保
全
を
図
る
た
め

に
放
置
す
る
こ
と
が
不

適
切
な
状
態

減らそう犯罪 女性の安全のために！

安芸高田警察署交通ミニコーナー
●平成28年交通事故発生状況（年間累計）

人身事故

区　分 平成28年 平成27年 前年同期比増減数

49件

2人

72人

44件

2人

57人

5件

0人

15人

死 者 数

負傷者数

H28.6末現在
安芸高田警察署管内

注視を怠らず時間と心にゆとりを持って交通事故防止に
努めましょう

★夏期の交通事故防止
　例年、この時期、行楽・帰省などで交通量が増加する

とともに、夏の解放感や暑さによる気の緩みから交通事

故が多発する傾向にあります。

　緊張感を持った運転に心がけてください。

～　平成28年広島県交通安全スローガン　～
　「こんばんは　早めのライトで、ごあいさつ」

～皆様のご協力をお願いいたします～

　夏になると女性を狙った卑劣な犯罪が増加します。
　女性の皆さん、「私は大丈夫」と思っていません
か。
　風邪の予防も手洗いやうがいで防ぐことができるよ
うに、犯罪もほんの少しの心がけで、被害を防止する
ことができます。
○携帯電話に気を取られず、まわり、特に背後に注意

する。
○夜間の一人歩きはなるべく避け、背後に注意する。
○帰りが遅くなったら、迎えに来てもらうか、タクシ

ーを利用しましょう。
○エレベーターに乗る前は、周囲をよく確認して、男

性と二人きりになるのは避ける。
○戸締りは確実に、簡単にドアを開けないようにす

る。また一人暮らしを悟られない工夫をする。

もしもの時は？
とにかく早目に危険を察知して相手か
ら離れる、大声を出す、誰かに助けを
求める、すぐ110番する！

○管内交通事故の特徴
・正面衝突（カーブで対向車と衝突）１件 
・追突事故　３件
・出会い頭衝突　２件　でした
　運転中は、車間距離を十分にとり、前方左右に対する

空き家関連
情 報 コ

ナ

お問い合わせ先
　住宅政策課
　☎４７－１２０２

★Ｈ28年度空き家バンク登録・成立状況（累計）

区分 ６月末 Ｈ27年度まで

ＨＰ登録件数 ３９件

新規登録件数 ４件

成立件数 ６件 75件

空き家利用希望者数 　151人
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お
盆
時
期
の
火
災
予
防

　
お
盆
に
は
、
お
墓
や
仏
壇
で
線
香
や

ろ
う
そ
く
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
花
火
な

ど
火
を
使
う
機
会
が
多
く
な
り
、
ま
た

空
気
も
乾
燥
し
火
災
が
起
こ
り
や
す
い

季
節
で
も
あ
り
ま
す
。

　
過
去
に
は
、
盆
灯
篭
や
仏
壇
の
ろ
う

そ
く
が
原
因
で
火
災

が
発
生
し
て
い
ま

す
。
次
の
こ
と
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

・
盆
灯
篭
や
ろ
う
そ
く
は
倒
れ
な
い
よ

う
に
し
っ
か
り
と
固
定
し
、
帰
る
と

き
に
は
つ
け
た
火
は
確
実
に
消
す
。

・
お
墓
掃
除
で
出
た
ゴ
ミ
な
ど
は
燃
や

さ
ず
持
ち
帰
る
。

・
仏
壇
か
ら
離
れ
る
時
は
ろ
う
そ
く
な

ど
の
火
は
消
す
。
　

■
花
火
を
す
る
と
き
は

・
必
ず
大
人
と
一
緒
に
行
う
。

・
家
や
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
遠
く
は

な
れ
た
所
で
行
う
。

・
水
バ
ケ
ツ
を
用
意
す
る
。

・
風
の
強
い
時
は
花
火
を
し
な
い
。

・
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
で
直
接
火
を
つ

け
る
の
は
危
険
な
の
で
、
ロ
ー
ソ
ク

や
線
香
を
用
意
す
る
。

・
手
持
ち
花
火
は
一

本
ず
つ
体
か
ら
離

し
て
持
ち
、
人
に

向
け
た
り
、
ふ
り

ま
わ
さ
な
い
。

・
筒
状
の
花
火
は
途
中
で
火
が
消
え
て

も
、
中
を
の
ぞ
か
な
い
。

・
火
が
消
え
た
花
火
は
、
水
バ
ケ
ツ
に

入
れ
る
。

■
後
片
付
け
を
す
る
と
き
は

・
消
え
て
い
る
と
思
っ
て
も
火
種
が

残
っ
て
い
て
再
度
火
が
つ
く
こ
と
が

あ
る
の
で
、
水
バ
ケ
ツ
に
つ
け
て
お

く
な
ど
注
意
し
て
後
片
付
け
を
す
る
。

・
使
い
終
わ
っ
た
花
火
は
ご
み
袋
等
に

入
れ
る
前
に
、
火
が
消
え
て
い
る
か

も
う
一
度
確
か
め
る
。

　
火
災
や
や
け
ど
等
の
事
故
を
起
こ
さ

な
い
よ
う
、
正
し
い
使
用
方
法
で
取
扱

い
ま
し
ょ
う
。

祭
り
な
ど
の
多
数
の
人
が

集
ま
る
催
し
を
す
る
時
は

届
出
が
必
要
で
す
。

　
平
成
25
年
8
月
15
日
、
京
都
府
福
知

山
市
に
お
い
て
死
者
3
名
、
負
傷
者
56

名
が
発
生
し
た
福
知
山
市
花
火
大
会
の

事
故
を
踏
ま
え
、
平
成
26
年
に
安
芸
高

田
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部
が
改
正
さ

れ
、
次
の
２
点
の
こ
と
が
必
要
に
な
り

ま
し
た
。

①
※
１

対
象
火
気
器
具
等
を
使
用
す
る

露
店
等
を
開
設
し
よ
う
と
す
る
場
合

の
届
出

　
※
２

多
数
の
人
が
集
合
す
る
催
し
で

対
象
火
気
器
具
を
使
用
す
る
露
店
等
を

開
設
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
火
災
時
に

お
け
る
被
害
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、

開
設
し
よ
う
と
す
る
人
は
3
日
前
ま
で

に
消
防
署
長
へ
の
届
出
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

②
多
数
の
人
が
集
合
す
る
催
し
に
お
け

る
消
火
器
の
準
備

　
多
数
の
人
が
集
合
す
る
催
し
で
卓
上

コ
ン
ロ
や
発
電
機
、
炭
な
ど
の
対
象
火

気
器
具
等
を
使
用
す
る
場
合
は
、
迅
速

な
初
期
消
火
作
業
と
被
害
拡
大
防
止
の

観
点
か
ら
消
火
器
の
準
備
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

※
１
対
象
火
気
器
具
等
と
は
？

　
気
体
、
液
体
、
固
体
燃
料
及
び
電

気
を
熱
源
と
す
る
器
具
の
こ
と
で
す
。

︵
例
︶
卓
上
コ
ン
ロ
、
発
電
機
、
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
コ
ン
ロ
、
炭
、
薪
な
ど
火

気
を
伴
う
も
の

※
２

多
数
の
人
が
集
合
す
る
催
し
と

は
？

　
第
三
者
の
出
入
り
が
あ
る
地
域
で

行
わ
れ
る
お
祭
り
な
ど
の
催
し
す
べ

て
が
対
象
で
す
。

　
た
だ
し
家
族
の
み
な
さ
ん
で
行
う

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
花
見
な
ど
は
対
象

外
と
な
り
ま
す
。

消
火
器
の
貸
し
出
し
に
つ
い
て

・�

開
設
届
を
出
し
て
い
た
だ
い
た
方

を
対
象
に
消
火
器
の
無
料
貸
し
出

し
を
行
い
ま
す
。

・�

消
火
器
の
本
数
に
は
限
り
が
あ
り

ま
す
。

・�

貸
し
出
し
は
原
則
、
安
芸
高
田
市

民
に
限
り
ま
す
。

☆
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
主
催
者
・
出
店
者

の
皆
さ
ま
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
が

安
心
し
て
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
で
き
ま

す
よ
う
、
火
災
予
防
に
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

火 災

救 急

救 助

そ の 他

0件
（1４件）

103件
（675件）

3件
（10件）

6件
（17件）

６月
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第
十
三
回

安
芸
高
田
花
火
大
会

●交通規制にご協力ください
　大会当日は大変混雑します。会場周辺の一部は車両進
入禁止となりますので、係員の指示に従ってください。
　例年、のどごえ公園周辺駐車場は早期に満車となりま
す。八千代支所周辺駐車場・上土師グラウンド駐車場・各
支所周辺駐車場とシャトルバスを利用してください。
※ 上土師グランド駐車場から15：４0以降随時シャトル

バスを運行します。各地域のシャトルバスのご利用に
ついては、左側をご参照ください。

　　　土師ダムのどごえ公園
　　　8月27日（土）
　　　１６:１5～　オープニング
　　　１9:3０～　花火打ち上げ
　※諸事情により中止となる場合　があります。
　　中止の場合　順延はありません。

会場

日時

お問い合わせ
安芸高田花火大会実行委員会
（安芸高田市商工会青年部・安芸高田市・安芸高田市商工会）

事務局：市役所商工観光課☎0826-47-4024

安芸高田市出身堂珍嘉邦さんが安芸高田市花火大会のステージに登場!
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募金箱の設置
　御協力いただける市内の商店に募金箱を設置してい
ます。
　大会を成功させるため、募金をお願いします。

協賛金のお願い
　昨年も大会を応援していただける商店や事業所をは

じめ多くの市民の皆さんから協賛金をいただきまし
た。今年も、多くの皆様の御協力をお願いします。
　なお、振込用紙を新聞折り込みと市内の主な施設や
商店に設置します。１口1,000円より受付ており、協
賛していただいた方は市ホームページで御紹介させて
いただきます。

各
支
所
行
き

 無料送迎
 シャトルバス時刻表

各地域から無料送迎シャトルバスを運行します。乗車を希望され
る方は、出発の時間までに集まってください。運行時間は目安で
す。道路状況により遅れが生じる場合があります。
≪乗降場≫　はじ丸館駐車場

●鳥信JA駐車場行

会場 鳥信JA駐車場
（美土里）

20:10 20:30

21:00 21:20

21:４0 22:00

●本庁行

会場 本庁

20:10 20:30

21:00 21:20

21:４0 22:00

●向原駅行

会場 向原駅

20:10 20:50

21:00 21:４0

21:４0 22:20

メッセージ花火募集
・仲間で結婚式のお祝いに
・大切な人への感謝の気持

ちを込めて など

10口限定、１口５万円
　司会がメッセージをみなさんに披露
して特別な花火を打ち上げます。
　お申込みは、安芸高田花火大会実行
委員会事務局（0826-47-4024）まで

●鳥信JA駐車場発

鳥信JA駐車場（美土里） 会場

15:４0 16:00

16:４0 17:00

17:４0 18:00

18:４0 19:00

●本庁発会
場
行
き

本庁発 会場

15:４0 16:00

16:00 16:20

16:20 16:４0

16:４0 17:00

17:00 17:20

17:20 17:４0

17:４0 18:00

18:00 18:20

18:20 18:４0

●向原駅発

向原駅 本庁 会場

16:20 16:４0 17:00

17:00 17:20 17:４0

17:４0 18:00 18:20

八千代支所 会場

15:４0 16:00

　

18:30 18:50

●八千代支所発

20分間隔程度でピストン輸送を
行います。

会場 八千代支所

20:10 20:30

　

21:４0 22:00

●八千代支所行

20分間隔程度でピストン輸
送を行います。

バスが3台出ます
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人
権
連
続
講
座
の
開
催

吉
田
人
権
会
館
☎
42
‐
２
８
２
６

趣
旨

　
本
年
度
の
連
続
講
座
の
キ
ー

ワ
ー
ド
は
「
人
権
」。
最
近
の
世

相
を
反
映
し
た
３
つ
の
テ
ー
マ
を

深
く
掘
り
下
げ
て
い
き
ま
す
。
自

分
に
は
関
係
な
い
と
思
い
が
ち
な

「
特
別
な
話
」
で
は
な
く
「
身
近

な
話
」・「
普
通
の
話
」
と
し
て
、

人
権
侵
害
や
差
別
が
今
で
も
多
く

存
在
し
て
い
る
こ
と
を
感
じ
て
も

ら
え
る
講
座
で
す
。

【
第
１
回
講
座
】

日
に
ち
　
９
月
14
日
（
水
）

内
容
　「
あ
な
た
の
個
人
情
報
が

売
ら
れ
て
い
る
〜
身
元
調
査
と
本

人
通
知
制
度
〜
」

講
師
　
山
口
県
人
権
啓
発
セ
ン

タ
ー
事
務
局
長
　
川
口
泰
司
さ
ん

【
第
２
回
講
座
】

日
に
ち
　
９
月
30
日
（
金
）

内
容
　「
サ
ニ
ー
フ
ラ
ン
シ
ス
の

爆
笑
辛
口
メ
ッ
セ
ー
ジ
〜
日
本
人

の
こ
こ
が
ヘ
ン
〜
」

京
都
大
学
交
響
楽
団
演
奏
会

生
涯
学
習
課
☎
42
‐
０
０
５
４

　　「
京
都
大
学
交
響
楽
団
」
は
設

立
一
〇
〇
周
年
と
伝
統
あ
る
楽
団

で
、
日
本
で
最
も
古
い
学
生
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
の
一
つ
で
す
。

　
全
国
を
巡
る
演
奏
旅
行
が
有
名

で
、
中
国
地
方
は
５
年
ぶ
り
の
公

演
に
な
り
ま
す
。
今
回
、
安
芸
高

田
公
演
を
８
月
28
日
に
ク
リ
ス
タ

ル
ア
ー
ジ
ョ
に
て
行
い
ま
す
。

　
迫
力
あ
る
演
奏
と
馴
染
み
深
い

曲
目
が
会
場
い
っ
ぱ
い
に
響
き
ま

す
。

　
只
今
、
チ
ケ
ッ
ト
販
売
中
！ 

　
夏
の
終
わ
り
の
思
い
出
に
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

会
場
　
ク
リ
ス
タ
ル
ア
ー
ジ
ョ

日
時
　
８
月
28
日
（
日
）

開
演
　
14
：
00
〜

入
場
料
　
５
０
０
円

お
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振

興
係

講
師
　
ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
　

サ
ニ
ー
・
フ
ラ
ン
シ
ス
さ
ん

【
第
３
回
講
座
】

日
に
ち
　
10
月
19
日
（
水
）

内
容
　「
ク
ラ
ス
に
ひ
と
り
は
必

ず
い
る
！
〜
セ
ク
シ
ャ
ル
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
の
子
ど
も
た
ち
〜
」

講
師
　
渋
谷
区
男
女
平
等
・
多
様

性
社
会
推
進
会
議
委
員
　
杉
山
文

野
さ
ん

【
共
通
事
項
】

時
間
　
13
：
30
〜
15
：
30

会
場
　
ク
リ
ス
タ
ル
ア
ー
ジ
ョ
小

ホ
ー
ル

定
員
　
１
５
０
名

参
加
費
　
無
料
（
要
申
込
）

申
込
方
法
　
吉
田
人
権
会
館
に
お

電
話
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

そ
の
他
　
連
続
講
座
で
す
が
、
各

回
ご
と
の
参
加
も
可
能
で
す
。

男
女
共
同
参
画
と
ま
ち
お
こ

し
講
座
の
開
催

　
た
か
み
や
人
権
会
館

☎
57
‐
１
３
３
０

趣
旨

　
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
、
決
し
て

風
化
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
記
憶

が
、被
爆
地
広
島
に
は
あ
り
ま
す
。

原
爆
や
戦
争
が
も
た
ら
し
た
悲
し

み
・
苦
し
み
の
被
害
体
験
を
持
つ

方
が
減
り
つ
つ
あ
る
今
、
何
を
継

承
し
て
、
平
和
な
世
界
実
現
た
め

に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
て
い
く

講
座
で
す
。

日
時
　
８
月
27
日
（
土
）

　
　
　
10
：
00
〜
11
：
30

会
場
　
た
か
み
や
人
権
会
館

内
容
　「
記
憶
の
継
承
」

講
師
　
広
島
平
和
記
念
資
料
館

館
長
　
志
賀
賢
治
さ
ん

参
加
費
　
無
料
（
申
込
不
要
）

お
知
ら
せ

催

　し

＜ FAX ＞

　総務部・企画振興部 42-4376

　市民部 42-2130　　　福祉保健部 42-2130

　産業振興部 42-1003

　建設部 47-1206

　教育委員会 42-4396　議会事務局 47-0250

　消防本部・消防署 47-1191
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八千代支所　☎ 52-2111　高宮支所　☎ 57-0311　向原支所　☎ 46-3111

美土里支所　☎ 54-0311　甲田支所　☎ 45-4111　消防本部　☎ 42-0931（代）

八
千
代
の
丘
美
術
館
一
日
限

定
無
料
開
放
！

生
涯
学
習
課
☎
42
‐
０
０
５
４

　
八
千
代
の
丘
美
術
館
今
年
度
入

館
作
家
の
展
示
作
品
を
入
れ
替
え

ま
す
。
入
館
作
家
に
よ
る
ギ
ャ
ラ

リ
ー
ト
ー
ク
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
す
る
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん

の
一
日
で
す
。
ご
家
族
お
誘
い
あ

わ
せ
て
、ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

場
所
　
八
千
代
の
丘
美
術
館

日
時
　
８
月
７
日
（
日
）

　
　
　
10
：
00
〜
17
：
00

お
問
い
合
わ
せ
先

　
八
千
代
の
丘
美
術
館

☎
52
‐
３
０
５
０

歴
史
民
俗
博
物
館
公
開
講
座

安
芸
高
田
市
歴
史
民
俗
博
物
館

☎
42
‐
０
０
７
０

第
２
回
「
武
家
儀
礼
と
土
器
（
か

わ
ら
け
）」

講
師
　
県
立
広
島
大
学
　
准
教
授
　

鈴
木
康
之
さ
ん

日
時
　
8
月
21
日
（
日
）

　
　
　
13
：
30
〜
15
：
30

会
場
　
歴
史
民
俗
博
物
館

定
員
　
60
名
（
先
着
順
・
要
申
込
）

参
加
費
　
無
料

安
芸
高
田
市
議
会
議
員
一
般

選
挙

　
選
挙
管
理
委
員
会☎

42
‐
１
１
３
６

　
安
芸
高
田
市
選
挙
管
理
委
員
会

に
お
い
て
、
平
成
28
年
11
月
30
日

任
期
満
了
に
よ
る
安
芸
高
田
市
議

会
議
員
一
般
選
挙
を
執
行
す
る
こ

と
を
決
定
し
ま
し
た
。

告
示
日
　
11
月
６
日
（
日
）

投
・
開
票
日
　
11
月
13
日
（
日
）

選
挙
す
る
議
員
の
数
　
18
人

●
立
候
補
予
定
者
説
明
会

　
立
候
補
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方

(

代
理
の
方
で
も
可)

は
、
立
候

補
届
出
に
関
す
る
説
明
並
び
に
必

要
な
書
類
を
配
布
し
ま
す
の
で
、

ご
出
席
く
だ
さ
い
。

日
時
　
９
月
６
日(

火)

　
　
　
10
：
00
〜

会
場
　
ク
リ
ス
タ
ル
ア
ー
ジ
ョ

　
　
　
４
Ｆ
・
小
ホ
ー
ル

本
郷
財
産
区
議
会
議
員
一
般

選
挙

　
選
挙
管
理
委
員
会☎

42
‐
１
１
３
６

　
安
芸
高
田
市
選
挙
管
理
委
員
会

に
お
い
て
、
平
成
28
年
９
月
12
日

任
期
満
了
に
よ
る
本
郷
財
産
区
議

会
議
員
一
般
選
挙
を
執
行
す
る
こ

と
を
決
定
し
ま
し
た
。

告
示
日
　
８
月
23
日
（
火
）

投
・
開
票
日
　
８
月
28
日
（
日
）

選
挙
す
る
議
員
の
数
　
12
人

引
揚
者
の
方
々
か
ら
の
お
預

か
り
通
貨
、
証
券
等
の
返
還

広
島
税
関
支
署

☎
０
８
２
‐
５
０
５
‐
６
９
２
１

　
税
関
で
は
、
引
揚
者
の
方
々
か

ら
お
預
か
り
し
て
い
る
次
の
通

貨
、
証
券
類
な
ど
を
お
返
し
し
て

い
ま
す
。

○
終
戦
後
外
地
（
海
外
）
か
ら
引

き
揚
げ
て
こ
ら
れ
た
方
が
、
上
陸

地
の
税
関
又
は
海
運
局
に
預
け
ら

れ
た
通
貨
、
証
券
類
（
※
）
な
ど

○
外
地
の
引
き
揚
げ
集
結
地
に
お

い
て
、
総
領
事
館
な
ど
に
預
け
ら

れ
た
も
の
の
う
ち
、
日
本
に
送
還

さ
れ
た
通
貨
、
証
券
類
な
ど

※
通
貨
＝
旧
日
本
銀
行
券
、
中
華

民
国
紙
幣
、
満
州
中
央
銀
行
券
、

旧
ソ
連
紙
幣
　

※
証
券
類
＝
日
本
国
債
（
大
東
亜

戦
争
特
別
国
庫
債
券
、
割
増
金
付

勧
業
債
券
、
復
興
貯
蓄
債
券
、
そ

の
他
の
債
券
）、
預
貯
金
証
書
通

帳
、
生
命
保
険
証
書

■
返
還
の
請
求
に
は
、
税
関
又
は

海
運
局
が
発
行
し
た
保
管
証
、
総

領
事
館
な
ど
が
発
行
し
た
預
か
り

証
が
必
要
で
す
が
、
ご
本
人
の
も

の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
れ

ば
、
そ
れ
ら
の
書
類
が
な
く
て
も

お
返
し
し
て
い
ま
す
。

　
ご
家
族
の
方
も
問
い
合
わ
せ
や

返
還
請
求
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
広
島
税
関
支
署

（
担
当
：
統
括
部
門
）
〒
７
３
４

‐
０
０
１
１
　
広
島
市
宇
品
海
岸

3
丁
目
10
番
17
号

☎
０
８
２
‐
５
０
５
‐
６
９
２
１

Ｆ
０
８
２
‐
５
０
５
‐
６
９
１
８

第
10
回
あ
き
た
か
た
市
民
文

化
祭
　「
舞
台
芸
能
の
祭
典
」

出
演
者
募
集

生
涯
学
習
課
☎
42
‐
０
０
５
４

　
年
に
一
度
の
「
市
民
文
化
祭
」

に
出
演
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

開
催
日
　
11
月
27
日
（
日
）

　
　
　
　
10
：
00
〜

会
場
　
ク
リ
ス
タ
ル
ア
ー
ジ
ョ

●
応
募
資
格

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

●
募
集
分
野

民
謡
民
舞
、
日
本
舞
踊
、
吟
詠
剣

Ｆ
０
８
２
‐
５
０
５
‐
６
９
１
８

募

　集

詩
舞
、
和
太
鼓
、
邦
楽
、
洋
舞
、

洋
楽
（
バ
ン
ド
演
奏
は
不
可
）、

フ
ラ
ダ
ン
ス
、
独
唱
、
手
品
等
幅

広
く
募
集
し
ま
す
。

●
出
演
条
件

・
同
一
分
野
で
の
重
複
出
演
は
で

き
ま
せ
ん
。

・
大
会
前
日
の
準
備
、
大
会
当
日

の
運
営
・
撤
収
の
協
力
。

・
出
演
順
・
出
演
時
間
の
要
望
は

受
け
付
け
ま
せ
ん
。

●
申
込
方
法

所
定
の
出
演
申
込
書
（
各
文
化
セ

ン
タ
ー
配
置
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

掲
載
）に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

各
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限
　
8
月
23
日
（
火
）

「
広
島
県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン

ク
ー
ル
」
作
品
募
集

総
務
課
☎
42
‐
５
６
１
１

内
容

　
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
気
に
な
る
こ

と
、
身
の
回
り
の
出
来
事
、
興
味

の
あ
る
こ
と
を
テ
ー
マ
に
、
統
計

グ
ラ
フ
で
表
し
た
「
ポ
ス
タ
ー
作

統計博士
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およろこび

敬 称 略
※このおよろこびとおくやみは掲載を承認さ

れた方のみ掲載しています。市外で届けら
れた方で名前の掲載を希望される方は、政
策企画課☎42-5627までご連絡ください。

おくやみ

敬 称 略

人　口
総人口…29,959 人
　　　  （30,358 人）
男………14,404 人
　　　  （14,577 人）
女………15,555 人
　　　  （15,781 人）
世帯……13,636 戸
　　　  （13,579 戸）
■平成 28 年 7 月 1 日現在
※外国人を含む
※（　） の 数 字 は 前 年 同
月数値

８月の納税
市県民税　第 2 期
国民健康保険税第 3 期

納期限：8 月 31 日

夜間納付窓口
開設日
8 月 25 日

（17：15 ～ 19：00）
開設場所　税務課

（本庁第１庁舎１階）

８月の休日・夜間の救急医療
■高田地区休日夜間救急診療所

［ＪＡ吉田総合病院］（吉田町）
平日　17：00 ～翌朝８：30
日・祝日　８：30 ～翌朝８：30
　　　【内科・外科】☎ 42-0636
■おおはた産婦人科（吉田町）
8 月 14 日（日）【産婦人科】☎ 42-0067

※都合により変更になる場合があります。出か
ける前に医療機関へお問い合わせください。

品
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
締
切
　
９
月
５
日
　
必
着

提
出
先
　
総
務
課
又
は

　
　
　
　
広
島
県
総
務
局
統
計
課

問
い
合
わ
せ
先
　

　
広
島
県
総
務
局
統
計
課

☎
０
８
２
‐
５
１
３
‐
２
５
２
４

※
応
募
の
詳
細
は
、
広
島
県
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い

ま
す
。

http://w
w

w
.pref.hiroshim

a.

lg.jp/soshiki/21/

声
で
広
報
を
お
届
け
し
ま
す

社
会
福
祉
課
☎
42
‐
５
６
１
５

　
市
内
に
お
住
ま
い
の
目
の
不
自

由
な
方
に
、「
広
報
あ
き
た
か
た
」

の
内
容
を
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
に
録

音
し
た
「
声
の
広
報
」
を
届
け
て

い
ま
す
。
利
用
料
は
無
料
で
す
。

　
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
社

会
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

「
安
芸
高
田
市
ふ
る
さ
と
応
援

寄
附
金
」
を
い
た
だ
き
ま
し
た

財
政
課
☎
42
‐
５
６
２
３

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
寄
附
者
】

藤
田
　
博
雄
　
様（
広
島
県
広
島
市
）

匿
名
希
望
　
様
（
4
名
）

（
平
成
28
年
６
月
受
付
分
）

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
安
芸
高
田
の

求
人
・
求
職
状
況
（
５
月
分
）

月
間
有
効
求
職
者
数
　
４
３
４
人

月
間
有
効
求
人
数
　
　
６
１
８
人

月
間
有
効
求
人
倍
率 

　
１
．
42
倍

お
仕
事
の
ご
相
談
・
求
人
募
集
は
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

☎
42
‐
０
６
０
５ 

Ｆ
42
‐
０
２
２
４

お詫びと訂正
　広報あきたかた７月号のトピックス（8 ページ）記事中に誤った表記がありました。申し訳ありません。お詫びする

とともに、訂正致します。　（誤）　4 月 20 日～ 27 日の 4 日間　（正）　4 月 20 日～ 27 日の 8 日間

源 田 琉
りゅう

惺
せい

西 村 柚
ゆ

乃
の

松 田 皇
おう

雅
が

渡 辺 穂
ほ

乃
の

香
か

佐々木 勝吾

屋 形 靜 雄

浦 トラコ

浅田 ミヨコ

吉 村 益 三

坂 田 喜 義

岡 村 利 通

樋 田　 弘

世戸 カズヱ

早稲田 文江

大 下 朝 子

田 中 太 郎

中 森 政 義

平 川　 望

小 田 誠 總

丸 原 武 夫

土 橋 敏 美

山田 フサコ

益田 孟冬子

山 田 實 美

新 宅 桂 子

丸井 ヒロヱ

橋本 サダ子

尾 川 正 則

児玉 チヨコ

住 友 見 六

橋 本 露 子

竹 岡 壮
そう

真
ま

藤 井 　 架
かける

小 川 煌
こう

騎
き

廣 澤 こ の み

日 高 優
ゆう

菜
な

田 中 　 柚
ゆず

寄 能 健
けん

太
た

郎
ろう

末 原 鮎
あゆ

奈
な

森 岡 真
しん

一
いち

吉 田 町

（男）

（女）

（男）

（女）

（男）

（男）

（男）

（女）

（女）

（女）

（男）

（女）

（男）

八千代町

高 宮 町

甲 田 町

向 原 町

吉 田 町

（多治比）

（多治比）

（ 竹 原 ）

（ 吉 田 ）

（ 高 野 ）

（ 小 山 ）

（ 川 本 ）

八千代町

（佐々井）

（ 向 山 ）

（ 上 根 ）

美土里町

（ 横 田 ）

（ 横 田 ）

（ 北 ）

（ 本 郷 ）

高 宮 町

（来女木）

（ 川 根 ）

（ 原 田 ）

甲 田 町

（下甲立）

（下甲立）

（下甲立）

（高田原）

（高田原）

（下小原）

（上小原）

（ 浅 塚 ）

（ 深 瀬 ）

向 原 町

（ 坂 ）

92

87

97

86

87

77

86

93

90

80

89

69

84

68

96

95

95

78

104

86

49

93

85

87

84

93

95

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳
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八千代支所　☎ 52-2111　高宮支所　☎ 57-0311　向原支所　☎ 46-3111

美土里支所　☎ 54-0311　甲田支所　☎ 45-4111　消防本部　☎ 42-0931（代）

８ 月 の 相 談　                                    
相談会名 相談内容 日にち 時間 場所 予約及び

お問い合わせ先
巡回無料弁護士相談会

注）相談時間はお 1 人 30 分まで
です
注）相談回数は同じ相談では 1 回
に限ります
注）訴訟中の相談で弁護士に利害
関係がある場合は、相談をお断り
することがあります

弁護士が無料でさまざまな
相談をお受けします。

10 日（水） 13：00 ～ 16：00 吉田人権会館
予約は 7 月 21 日（木）から
受付　吉田人権会館
☎ 42-2826

25 日（木） 13：00 ～ 16：00 向原支所
予約は 8 月 10 日（水）から
受付　向原支所
☎ 46-3111

行
政
相
談 

美土里会場

行政相談委員が国の機関へ
の苦情や意見などお受けし
ます。

1 日（月） 10：00 ～ 12：00 美土里支所

総務課
☎ 42-5611

高宮会場 20 日（土） 10：00 ～ 15：00 たかみや人権会館

甲田会場 23 日（火） 13：30 ～ 15：30 甲田支所

向原会場 9 日（火） 10：00 ～ 15：00 向原支所

吉田会場 国の機関へ苦情や意見・暮
らしの心配事相談をお受け
します。

4 日（木）
18 日（木） 10：00 ～ 15：00 吉田人権会館

吉田人権会館
☎ 42-2826くらしの総合相談

総合相談　高宮会場 さまざまな暮らしの心配事
相談をお受けします。

9 日（火）
23 日（火）　18：00 ～ 20：00 たかみや人権会館

予約は相談日の 5 日前まで
たかみや人権会館☎ 57-1330

年金・労働無料相談会

年金・労働のお悩み、障害
年金請求の記入方法などに
社会保険労務士がお答えし
ます。

25 日（木） 13：00 ～ 15：45
クリスタルアー

ジョ３Ｆ
視聴覚室

広島県社会保険労務士会
三次支部
道沖祐子 社労士事務所
☎ 52-3555

生活困窮者相談 生活保護など生活困窮に対す
る相談をお受けします。 平日 8：30 ～ 17：15 電話・窓口相談

社会福祉課
☎ 42-5615

障害者相談 障害者やその家族の方などの
お悩みをお受けします。

平日 8：30 ～ 17：30 電話・窓口相談
障害者基幹相談支援センター　
☎ 47-1080

平日 8：30 ～ 17：00 電話・窓口相談
清風会つぼみ
☎ 47-2092

平日 9：00 ～ 18：00 電話・窓口相談
相談支援事業所もやい
☎ 45-2320

高齢者相談 高齢者に関する相談をお受
けします。 平日 8：30 ～ 17：30 電話・窓口相談

地域包括支援センター
☎ 47-1132

消費生活相談 悪質な商取引に関する消費
者相談をお受けします。 水・金 9：30 ～ 16：30 電話・窓口相談

消費生活相談室
☎ 42-1143

県民相談
離婚・相続・近隣トラブル、
交通事故などの相談をお受け
します。

平日 9：00 ～ 17：00 電話・窓口相談
広島県生活センター
☎ 082-223-8811

お太助フォン相談 お太助フォンに関する相談
をお受けします。 平日 9：30 ～ 18：30 電話・窓口相談

CBBS（中国ブロードバンド
サービス株式会社）
☎ 45-7017
★お太助フォンからは
☎ 99-5500

広島県
小児救急医療電話相談

子どもの急な病気について
休日や夜間にアドバイスが
受けられます。

毎日 19：00 ～翌 8：00 電話相談
☎局番なしの #8000

（携帯電話からも利用可）

自
衛
官
募
集

　～
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自
衛
官
候
補
生(

平
成
29
年
３
月
・
４
月

入
隊)

】

資
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以
上
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満

試
験
　

（
男
子
）
受
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時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

（
女
子
）
９
月
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日
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日
の
う
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指
定
す

る
一
日

受
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（
男
子
）
年
間
を
通
じ
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お
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ま
す

（
女
子
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８
月
１
日
～
９
月
８
日

【
一
般
曹
候
補
生
】

資
格
　
18
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以
上
27
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満

試
験
　
一
次
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験
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月
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日

・
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次
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日
は
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者
に
通
知

受
付
　
８
月
１
日
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日

【
航
空
学
生
】

資
格
　
高
卒
（
見
込
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）
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験
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次
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：
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月
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日

・
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次
、
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次
試
験
日
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受
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８
月
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日
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